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Ⅰ-２ 2015年度の調査概要

2015年度，北海道大学構内では本発掘調査3件，試掘

調査11件，立会調査23件，慎重工事4件を実施した（表

1，図5）．調査件数に関しては工事名称から算出している

が，一工事案件に試掘調査と発掘調査の両方がある場合

や，試掘調査と立会調査の両者を実施した場合には，発

掘調査，試掘調査，立会調査の件数に振り分けて算定し

ている．

本発掘調査は，事務局本館屋外排水設備などの工事に

伴う箇所（K39遺跡事務局本館屋外排水設備地点：調査

番号1510），事務局非常用自家発電設備に伴う建物工事

に伴う箇所（K39遺跡事務局非常用自家発電設備地点：

調査番号1511），旧留学生センターの建物改修工事に伴

う箇所（旧留学生センター改修地点：調査番号1514）で

おこなった．

また，建物の建設工事に伴って，数多くの試掘調査を

事前に実施した．上記3地点の工事予定地，管理棟新営

の工事予定地（調査番号1517）といった構内南部（サク

シュコトニ川上流部の両岸）や，総合研究棟 （工学系）

新営，札幌キャンパス避難施設水槽設置の工事予定地（調

査番号1527，1515）といった構内中央部（サクシュコト

ニ川中流部の右岸）や，獣医学研究科大動物実験研究施

設，獣医学部渡り廊下設置の工事予定地（調査番号1529，

1503）といった構内北側（サクシュコトニ川下流部にみ

られる支流周辺）が主なものである．

試掘調査を実施することによって，5箇所の工事予定
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表1 2015年度実施調査一覧

調査
番号

調 査 日 工 事 名 称 調査の種類
工事
面積
（m)

調査
面積
（m)

文化 遺構・遺物

1501 ’1410/29～’1512/9 総合研究棟（医学系）改修工事 立会 302 302 遺構・遺物なし

1502 ’154/15～11/14 工学部屋外ガス管修理工事 立会 78 78 遺構・遺物なし

1503 ’154/20・21 獣医学部渡り廊下設置工事 試掘調査・慎重工事 101 101 遺構・遺物なし

1504 ’155/7 保育園ポプラ土壌入替工事 立会 7 7 遺構・遺物なし

1505 ’155/12 情報基盤センター北館自家発電設備工事 立会 30 30 遺構・遺物なし

1506 ’155/12 局長宿舎屋外ガス設備工事 立会 13 13 遺構・遺物なし

1507 ’155/13～18 アイソトープ総合センター外灯設備工事 立会 17 17 遺構・遺物なし

1508 ’155/20～22 アイソトープ総合センター環境整備工事 立会 155 155 遺構・遺物なし

1509 ’155/21 野球場屋外給水管修理工事 立会 18.6 18.6 遺構・遺物なし

1510 ’156/2～9
8/24～9/4

事務局本館屋外排水設備その他工事 発掘調査・試掘調査 117 117 擦文文化
竪穴住居址1基，土坑1基，
擦文土器，石器，礫

1511 ’156/11～16
9/1～10/13

事務局非常用自家発電設備設置工事 発掘調査・試掘調査 196 196 続縄文～擦文文化
竪穴住居址1基，炉址1基，
小ピット5基，擦文土器，
土製品，石器

1512 ’156/15～23
11/11～12/18

札幌キャンパス避難施設自家発電設備工事 試掘調査・立会 240 240 遺構・遺物なし

1513 ’156/15 病院第一外来駐車場土壌入替工事 立会 1.1 1.1 遺構・遺物なし

1514 ’156/29～7/1
9/24～11/5

旧留学生センター改修工事
発掘調査・試掘調査
立会

69 69 続縄文文化
土坑1基，続縄文土器，礫，
琥珀片

1515 ’156/29～7/13
10/2～9

札幌キャンパス避難施設水槽設置その他工事 試掘調査・立会 260 260 遺構・遺物なし

1516 ’157/21～28 札幌キャンパス災害用備蓄倉庫新営工事 試掘調査 336 336 遺構・遺物なし

1517 ’158/17～24 管理棟新営工事 試掘調査 649.5 32 擦文文化
竪穴住居址1基，土坑2基，
擦文土器，石器

1518 ’158/19～24 獣医学部入構ゲート設置工事 立会 82 82 遺構・遺物なし

1519 ’158/20～10/29 アイソトープ総合センター新営機械設備工事 立会 89 89 遺構・遺物なし

1520 ’158/24・25 工学部地熱設備工事 立会 15 15 遺構・遺物なし

1521 ’158/25～29，10/19 札幌キャンパス避難施設新営工事 立会 992 933 遺構・遺物なし

1522 ’159/2～’163/31 学生支援施設（サークル会館）耐震改修その他工事 慎重工事 8 8 遺構・遺物なし

1523 ’159/18，11/11 事務局本館樹木移植工事 試掘調査・立会 28 28 遺構・遺物なし

1524 ’159/24・25 モデルバーンフェンス改修工事 立会 3.1 3.1 遺構・遺物なし

1525 ’1510/8 保育園ポプラ暖房用オイル配管工事 立会 2 2 遺構・遺物なし

1526 ’1510/13・14 陸上競技場フェンス改修工事 立会 23.6 23.6 遺構・遺物なし

1527 ’1510/13～11/6 総合研究棟 （工学系）新営工事 試掘調査 2,963 230 遺構・遺物なし

1528 ’1510/29 大学病院管理棟屋外排水設備工事 立会 6 6 遺構・遺物なし

1529 ’1511/11～27 獣医学研究科大動物実験研究施設新営工事 試掘調査 1,801 129.6 続縄文～擦文文化
柱穴址1基，続縄文土器（客
土中），擦文土器

1530 ’1511/16・17 農学部北側圃場外線工事 立会 5 5 遺構・遺物なし

1531 ’1511/24 札幌キャンパス太陽光外灯設置工事 立会・慎重工事 6 6 遺構・遺物なし

1532 ’1512/1～’161/29 弓道場暖房用オイル配管取替工事 慎重工事 2.6 2.6 遺構・遺物なし



地で遺構・遺物が確認された．それらの内，事務局本館

屋外排水設備などの工事予定地（K39遺跡事務局本館屋

外排水設備地点），事務局非常用自家発電設備に伴う工事

予定地（K39遺跡事務局非常用自家発電設備地点），旧留

学生センター建物改修の工事予定地（旧留学生センター

改修地点）の3つは，上述のように，2015年度に発掘調

査を実施した．それら以外の管理棟新営工事予定地，獣

図7 大学構内グリッド配置図（1マス100m)

図6 グリッド呼称図



医学研究科大動物実験研究施設の工事予定地は，協議を

重ね，2016年度に発掘調査をおこなうこととなった．

第1部調査報告では，第 章として2015年度に実施し

た本発掘調査3件（K39遺跡事務局本館屋外排水設備地

点，K39遺跡事務局非常用自家発電設備地点，旧留学生

センター改修地点）の成果を報告する．加えて，第 章

では表1で示した調査番号に基づき，試掘調査，立会調

査の概要をまとめ，報告する．

なお，本発掘調査が実施された箇所に関しては，北海

道大学札幌キャンパス内全体を対象に設定された5×5

mを基本グリットとする方眼を用いて各種の記録をお

こなっている（図6，7参照）．この仮想原点の設定は，

公共座標に対応させておこなった．北緯44°00′00″，東経

142°15′00″の 地 点 を 基 準 点 と し，X軸 方 向 に

－103307.649m，Y軸方向に－74767.738mの地点を方

眼の仮想原点としている．Y軸の方位は，N10°55′33″W

である．Y軸とX軸との関係は数学系座標と同じであ

り，それぞれのグリットには算用数字で記号を付して表

記する．上記のことから，植物園の範囲は仮想原点より

も南に位置する．植物園内での2015年度の調査を実施し

なかったため，図7では示していないが，植物園の範囲

はY軸方向の数値がマイナス表記となる．

（守屋)
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第Ⅱ章 発掘調査の成果

Ⅱ-１ K39遺跡事務局非常用自家
発電設備地点の発掘調査

1．調査にいたる経緯

平成27（2015）年，北海道大学の事務局非常用自家発

電設備設置工事の計画が策定された．これをうけ，北海

道大学埋蔵文化財調査センターでは，工事予定地内での

埋蔵文化財の有無を確認するための試掘調査を平成27

年6月11日～6月16日まで実施した．試掘調査は工事

予定地内に約3m×3m，平均深度1.8mの試掘坑を1

箇所，約1.5m×1m，平均深度1.5mの試掘坑を4箇所

設置して実施した（図11）．その結果，試掘坑TP04か

ら，擦文文化の遺構・遺物が検出され，工事予定地内に

擦文文化の遺構・遺物が遺存していることが明らかと

なった．試掘調査の結果を受け，埋蔵文化財の取り扱い

に関する協議が行われたが，工事計画を変更することが

困難であったため，本発掘調査を実施することが決定さ

れた．発掘調査は196m を対象とし，平成27年9月1日

～平成27年10月13日まで実施した．

本地点は，北海道大学札幌キャンパス南側に位置し，

その座標位置は，北緯43度4分18秒，東経141度20分

48秒である（図8～10）．

（坂口)

2．調査の手順

発掘調査は，客土を重機で除去し，試掘調査で遺物の

包蔵が確認されている基本層序2a層から人力で調査を

進めていった．その後，基本層序2b層まで掘削するとと

もに遺構確認のための精査を行った．発掘調査に関する

記録は，調査区に設定した方眼を用いておこなった（図

7・11）．方眼は5×5mを基本グリッド（北大グリッド）

としたものであり，北海道大学構内全体を対象として設

定したものである．グリッドの設定は，公共座標に対応

させておこなっている．

遺構の測量，土層断面図の作成などは，グリッドをも

とにトータルステーションを使用して座標位置の記録を

おこなった．遺物もプライマリーな状態で出土したもの

については，トータルステーションで取りあげている．

遺構，遺物の出土状態，及び各種の土層断面に関しては，

白黒・リバーサルフィルムで写真撮影を行うとともに，

適宜デジタルカメラを用いて記録をおこなった．

竪穴住居址（HP01）の調査は，調査区西壁に沿いサブ

トレンチを設定し，覆土の堆積状況を確認後，掘り下げ

を行った．遺物はトータルステーションで座標位置の記

録をするとともに層位的に取り上げた．水洗・浮遊選別

法による微細遺物の回収を通してHP01における居住

活動の内容を検討するため，床面，覆土，カマド煙道部

から土壌サンプルを採取した．また，床面，覆土から

HP01の時期を検討するための放射性炭素年代測定用

図8 事務局非常用自家発電設備地点（○）の位置
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図9 事務局非常用自家発電設備地点（★）と周囲の地点



図10 事務局非常用自家発電設備地点（★）周辺の住居址（●）と主な出土遺物（縮尺不同)

吉崎編1989，小杉編2002，小杉他編2012，小杉他編2013から作成



の試料を採取している．

発掘調査終了後，整理作業に着手した．平成27（2015）

年度は，遺物の水洗・注記・分類・計測・拓本・実測，

及び図面整理作業などを実施した．平成28（2016）年度

は，遺物の写真撮影，トレース，報告書の執筆と編集作

業を実施した．

上述の土壌サンプルは乾燥後，フローテーション装置

と2.0mm，0.71mm，0.425mmメッシュ篩を併用して

微細遺物を回収した．微細遺物は，肉眼，及び顕微鏡を

用いて動物遺体，植物遺体，土器，石器，その他に選別

した．これらの作業は，北海道大学埋蔵文化財調査セン

ターで行った．その後，植物遺体については，専門研究

者に鑑定を依頼した．

（坂口)

3．立地と周辺の遺跡

本地点はサクシュコトニ川右岸の平坦面に位置し，そ

の西側には中央ローンから続く河谷が形成されている

（図9・10）．本地点における現地表面の標高は約15.7m

で，現河谷との高低差は3m～3.5mある．本地点周辺で

は遺跡が密集し，これまで度々発掘調査が実施されてき

た．附属図書館本館再生整備地点では，縄文文化後期や

続縄文文化前半期の遺物，中講堂地点では，続縄文文化

末期の小堅穴2基，附属図書館本館北東地点でアイヌ文

化期の定置漁具とみられる杭列が発見されている（吉

崎・岡田編1987，小杉編2003，小杉他編2012）．

特に，①本部裏地点，②事務局本館屋外排水設備地点，

③地球環境科学研究科研究棟第2地点，④附属図書館ガ

ス引込工事地点，⑤職員厚生施設地点，⑥附属図書館本

館再生整備地点で擦文文化前期の竪穴住居址が各1基検

出され，河谷沿いに該期の集落が展開していたことが判

明しつつある（吉崎編1989，小杉編2002，小杉他編2012，

小杉他編2013）．

（坂口)
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図11 事務局非常用自家発電設備地点全体図及び

グリッド配置図

図12 事務局非常用自家発電設備地点の基本層序と

土層対比



4．層序

本地点の基本層序は，以下の通りである（図12・13・

15，表2・3）．１層は，客土である．２層は，土性により

上部の黒色シルト層（2a層）と下部のにぶい黄色シルト

層（2b層）に細分可能である．2b層は，黒色シルトを斑

状に含み，３層への漸移層である．３層は，土性により

上部のにぶい黄色シルト層（3a層）と下部のにぶい黄色

粘土質シルト層（3b層）に細分可能である．４層は，に

ぶい赤褐色細砂～中砂層であるが，場所により粗砂を含

む．５層は，粘土と砂が相互に狭在する灰黄褐色砂質シ

ルト層である．これらの地層は，ほぼ水平に堆積してい

た．2a層からは擦文土器と続縄文土器，及び石器，2b層

からは少量の擦文土器が出土し，両層が遺物包含層であ

ることが確認された．

本地点の基本層序を隣接する本部裏地点（小杉編

2002）のものと対比すると，2b層は本部裏地点の２層上

部，3a層は本部裏地点の２層下部，3b層は本部裏地点の

３層，４層は本部裏地点の４層，５層は本部裏地点の５

層～６層に対応するとみられる（図12）．また，北大標準

層序（吉崎編1995）と対比すると，本地点の２層が標準

層序 層，３・４層が標準層序 層，５層は標準層序

層に対比できる可能性がある． （坂口)

図13 事務局非常用自家発電設備地点北壁土層堆積状況

表2 事務局非常用自家発電設備地点北壁土層観察表

遺構名 層名 色相 土色 土性 粘性 しまり 備考

基本層序 1 客土

2a 10YR1.7/1 黒色 シルト 弱 強 遺物包含層．焼土粒子・炭化物2mm大を極微量含む．

2b 2.5Y3/1 黒褐色 シルト 弱 強 遺物包含層．調査区西側で遺物数点出土．

3a 2.5Y6/3 にぶい黄色 シルト 弱 強

3b 2.5Y6/2 灰黄褐色 粘土質シルト やや強 やや弱

5 2.5Y7/1 灰白色 細砂 弱 弱 上部の厚さ約５cmは灰黄色粘土．

PIT 01 PIT 01-1 10YR1.7/1 黒色 シルト 弱 強

PIT 01-2 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 弱 強

SPT 04 SPT 04-1 10YR4/1 褐灰色 シルト 弱 強

SPT 04-2 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 弱 強

SPT 04-3 2.5Y6/3 にぶい黄色 粘土質シルト やや強 弱



5．遺構

本地点では，竪穴住居址1基，炉址1基，土坑1基，

小ピット5基が検出された（図11）．

⑴ 竪穴住居址

第1号竪穴住居址（HP01）

本住居址は，客土を掘削後，基本層序2a・2b層を精査

している段階で，調査区西側の258-70グリッドにて検出

された（図15）．

本住居址は，隅丸方形とみられるが，その規模は不詳

である．床面標高は約14m，床面からの壁高は，0.3m

～0.4mである．住居址東側でカマド煙道・煙出し部，及

び小ピット5基が検出された．北側のHP01-3a層を掘

削すると貼床とみられる硬化した灰黄色粘土ブロックが

確認された．掘り方に凹凸が看取されるのは，軟弱な地

盤である基本層序4・5層を掘削し，特に砂層である基本

層序4層を取り除いたためであろう．

HP01の覆土は下記の通り5層に分層される．

HP01-1は，黒色シルト層である．HP01-2は，にぶい

黄褐色シルト層である．HP01-3aは，黒褐色粘土質シル

ト層で，炭化物，焼土粒子を微量，動物遺体とみられる

骨片が極微量含まれる．HP01-3bは，にぶい橙色粘土質

シルト層で，動物遺体とみられる骨片が極微量含まれる．

HP01-4は，にぶい黄橙色粘土質シルト層で，三角堆積

土である．HP01-5は，にぶい黄褐色粘土層で，厚さ10

cm～30cmある．既述の通り，地盤である基本層序4・

5層が軟弱な砂層や砂質シルト層であるため整地したも

のである．土壌サンプルを採取し，水洗・浮遊選別法を

行った際に微量の雑穀種子，焼けた魚骨片が回収されて

いる．HP01-5層は貼床層で，その直上は硬化した粘土

ブロックが検出され，また後述する煙道部のE4・E5層

上面のレベルに近接することから，床面と考えられる．

住居址は，基本層序2a層により覆われていた．掘り込み

面は，住居址に堆積した層序から基本層序2b層上部と

推定される．

カマドは，煙道の位置から東壁に設置していたとみら

れる．煙道部の規模は，煙出しから調査区西壁までの長

さが約1.2m，煙道部の短軸は上場で0.4m前後，下場

で0.3m前後ある．煙道部の覆土は7層に分層される．

E1・E2層は，煙出し口に陥没し，閉塞していたもので

ある．E1層は，焼土ブロック3mm～5cm大を微量含

む．E3層は，基本層序3層が掘削されたとみられる黄褐

色シルト層である．E4層は，赤黒色粘土質シルト層であ

る．E5層は，にぶい黄褐色粘土質シルト層である．E6

層は，極暗褐色細砂層である．E7層は，にぶい赤褐色細

砂～中砂層で，焼土ブロック5cm大を含む．E7層で焼
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図14 事務局非常用自家発電設備地点遺物分布図



図16 事務局非常用自家発電設備地点HP01の遺物分布

図15 事務局非常用自家発電設備地点検出の竪穴住居址HP01



土ブロックが観察されることから，燃焼部は調査区外に

近接して遺存しているとみられる．カマドは，煙道部に

相当するE4～E6層の上に基本層序3a層が観察される

ことから，トンネル式の構造であったと考えられる．な

お，E4～E6層の土壌サンプルを採取し，水洗・浮遊選

別法を行った際に微量の焼けた魚骨片が回収されてい

る．

本住居址東側の周囲で小ピット5基（HP01-SPT 01・

02・03・05・08）が検出された．不整の円形で，確認面

からの深さは0.1m～0.38mで，ばらつきがみられる．

出土遺物

HP01からは，土器片117点（総重量811.014g），土

製紡錘車1点（22.7g）が出土した．土器片は，擦文土器

の甕， ，鉢である．これらの中から接合資料や，特徴

のあるものについて実測図，拓本図を作成した．後述す

る通り，土器はHP01出土のものと遺構外出土のものが

接合しているが，その場合は，HP01出土のものとして

図示している．

図18は，HP01-2～4層出土の土器実測図，拓本図で

ある．1～6は，甕である．1は，口縁部と胴部の径がほ

とんど同じで，口縁が弱く外反する．

7～10は で，7・8・10は内面が黒色処理されている．

11は鉢で，胎土は甕のものと類似し，器壁も約7mmと

厚手である． に比べ口唇が幅広で面取りをしている．

内面は擦痕調整後，ミガキを施しているが，外面は擦痕

調整がそのまま看取される．内面に赤色顔料が付着して

いる．

図19は，HP01-5層出土の土器・土製品実測図，拓本

図である．12～18は，甕である．12の口唇は面取りされ，

口端に沈線が施されている．14の外面は，縦横位の擦痕

調整がそのまま看取される．15の外面には，2本の沈線

が施されている．16の外面は，擦痕調整後，ミガキを施

し丁寧に調整され，1本の沈線が施されている．球胴甕の

可能性がある．17の口唇は面取りされている．18の外面

は，横位の擦痕調整がそのまま看取される．

19～28・30は， である．24～26・28・30のように口

縁部と胴部の境で痕跡化したような弱い段を形成した

り，27のようにあいまいな沈線を施し，口縁部と胴部を

区画するのが特徴である．19・20・22・23・26・27・30

は内面が黒色処理されている．29は鉢で，胎土は甕のも

のと類似し，器壁も約7mmと厚手である．口唇が幅広

で面取りをし，口端に幅狭の強いナデを施すことで弱い

段を形成する．31は紡錘車である．断面が台形状で，縁

辺に稜を形成する．

HP01出土の擦文土器は，HP01-2～4層，HP01-5層

表3 事務局非常用自家発電設備地点HP01土層観察表

遺構名 層名 色相 土色 土性 粘性 しまり 備考

HP01 HP01-1 7.5YR2/1 黒色 シルト 弱 強 焼土粒子1～5mm大を極微量含む．

HP01-2 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 中 強 三角堆積土．

HP01-3a 5YR3/1 黒褐色 粘土質シルト やや強 弱 炭化物・焼土粒子5mm前後を微量含む．

HP01-3b 5YR6/3 にぶい橙色 粘土 強 やや強 骨片極微量含む．土器出土．

HP01-4 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト やや強 やや弱 三角堆積土．

HP01-5 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土 やや強 強

E1 10YR3/1 黒褐色 シルト 中 やや強 焼土ブロック3mm～1cm大を微量含む．

E2 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 中 やや強

E3 2.5Y5/3 黄褐色 シルト 中 強 基本層序3層の汚れた土．

E4 2.5YR2/1 赤黒色 粘土質シルト 中 やや弱

E5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 中 やや弱

E6 2.5YR2/2 極暗褐色 細砂 弱 弱

E7 5YR4/3 にぶい赤褐色 細砂～中砂 弱 弱 焼土ブロック5cm大含む．
基本層序1 客土
基本層序1’ 10YR3/1 黒褐色 シルト 弱 強 客土？
基本層序2a 10YR1.7/1 黒色 シルト 弱 強
基本層序2b 2.5Y6/4 にぶい黄色 シルト 弱 強
基本層序3a 2.5Y6/3 にぶい黄色 シルト 弱 強
基本層序3b 2.5Y6/3 にぶい黄色 粘土質シルト やや強 やや弱
基本層序4 5YR5/4 にぶい赤褐色 細砂～中砂 弱 弱
基本層序5 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シルト やや強 弱 粘土と砂の互層．
掘り上げ土？ 7.5YR4/1 褐灰色 シルト 弱 強

HP01-SPT 01 SPT 01-1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 中 中

SPT 01-2 10YR4/1 褐灰色 シルト 中 やや弱

HP01-SPT 02 SPT 02-1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 中 やや弱

HP01-SPT 03 SPT 03-1 10YR3/2 黒褐色 シルト 中 やや弱

HP01-SPT 05 SPT 05-1 10YR4/1 褐灰色 シルト やや強 弱

HP01-SPT 08 SPT 05-1a 7.5YR5/1 褐灰色 粘土質シルト 中 やや強

SPT 05-1b 7.5YR6/1 褐灰色 粘土質シルト 中 中
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図17 事務局非常用自家発電設備地点土器接合関係図
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図19 事務局非常用自家発電設備地点HP01-5層出土土器実測図及び拓影図・土製品実測図

図18 事務局非常用自家発電設備地点HP01-2～4層出土土器実測図及び拓影図



表4 事務局非常用自家発電設備地点HP01出土土器・土製品観察表
器面調整挿図

番号
接合
番号

器種 部位
器高
（cm)

口径
（cm)

底径
（cm)

重量
（g)

時期
グリッド
層位

遺物番号
写真
番号

備考
外面 内面

18-1 4 甕 口縁～胴部 － （15.0) － 50.8 ヨコナデ ヨコナデ・ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-2層
576 2-1 内面スス付着．

258-070
基2a層

383，384

18-2 29 甕 胴部 － － － 20.6 ナデ ナデ 擦文前期 258-070

HP01-3a層
533，550 2-2 内面輪積痕，内傾接合．

18-3 － 甕 胴部 － － － 27.9 縦横位擦痕→ナデ 横位擦痕 擦文前期 258-070

HP01-3a層
544 2-3

18-4 － 甕 口縁 － － － 10.2 ナデ ヨコナデ 擦文前期 258-070

HP01-3a層
543 2-4

18-5 － 甕 口縁 － － － 5.7 ヨコナデ ヨコナデ 擦文前期 258-070

HP01-3a層
525 2-5

18-6 － 甕 底部 － － （7.0) 92.7 ヨコナデ 不明 擦文前期 258-070

HP01-2層
577 2-6 内面スス付着．

18-7 － 胴～底部 － － － 8.2 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-3a層
567 2-7 内面黒色処理．

18-8 8 口縁 － － － 7.0 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070
基2a層

271 2-8 内面黒色処理．

258-070

HP01-4層
468

18-9 － 口縁 － － － 7.8 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-2層
484 2-9

18-10 － 口縁 － － － 6.5 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-3a層
534 2-10 内面黒色処理．

18-11 － 鉢 口縁 － － － 10.3 横位擦痕 横位擦痕→ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-3a層
566 2-11 内面赤色顔料付着．

19-12 － 甕 口縁 － － － 15.1 擦痕→沈線 ナデ 擦文前期 258-070

HP01-5層
504 2-12 外面輪積痕．

19-13 28 甕 口縁 － － － 9.8 擦痕 ナデ 擦文前期 258-070

HP01-3a層
526 2-13

258-070

HP01-5層
521

258-070
基2a層

479

19-14 － 甕 口縁 － － － 5.8 縦横位擦痕 横位擦痕→ナデ 擦文前期 258-070

HP01-5層
522 2-14

19-15 14 甕 胴部 － － － 7.9 ナデ→沈線 ナデ 擦文前期 258-070

HP01-3a層
536 2-15

258-070

HP01-5層
568

19-16 － 甕 胴部 － － － 37.1 擦痕→ミガキ→沈線 ナデ 擦文前期 258-070

HP01-5層
570 2-16 内面輪積痕．球胴甕？

19-17 19 甕 口縁 － － － 6.1 ヨコナデ 横位擦痕→ナデ 擦文前期 258-070

HP01-3a層
545，546 2-17

258-070

HP01-5層
465

19-18 5 甕 胴部 － － － 7.0 擦痕 ナデ 擦文前期 258-070

HP01-5層
464，491 2-18 外面スス付着．

19-19 － 口縁 － － － 6.1 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-5層
458 2-19 内面黒色処理．

19-20 － 口縁 － － － 8.3 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-5層
519 2-20 内面黒色処理．

19-21 － 口縁 － － － 4.4 ミガキ？ ミガキ？ 擦文前期 258-070

HP01-5層
490 2-21

19-22 － 口縁 － － － 4.6 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-5層
461 2-22 内面黒色処理．

19-23 － 口縁 － － － 2.8 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-5層
556 2-23 内面黒色処理．

19-24 － 胴～底部 － － － 11.0 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-5層
517 2-24

19-25 － 底部 － － － 15.6 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-5層
518 2-25

19-26 1 口縁～胴部 － － － 16.6 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-2層
487 2-26 内面黒色処理．

258-070

HP01-5層
492，494，495

258-070
基2a層

13

19-27 3 口縁～胴部 － － － 19.5 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-3a層
523，530 2-27 内面黒色処理．

258-070

HP01-5層
466，500

19-28 20 胴部 － － － 5.0 ミガキ→沈線 ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-5層
493 2-28

258-070
基2a層

446

19-29 － 鉢 口縁 － － － 7.3 ナデ ナデ 擦文前期 258-070

HP01-5層
558 2-29

19-30 － 口縁 － （16.0) － 49.0 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070

HP01-3a層
537 2-30 内面黒色処理．

258-070

HP01-5層
560

19-31 － 紡錘車 － － － （5.5) 22.7 ナデ － 擦文前期 258-070

HP01-5層
510 2-31



ともに甕は無文化し，口縁と胴部の径が近接する傾向が

みられる． も口縁と胴部の境が沈線化，あるいは沈線

の痕跡化する特徴が類似し，時期的なまとまりが看取さ

れる．

本地点における土器片を接合した結果，32個体の接合

資料に識別された（図17，表4・6）．そのほとんどのも

のが近接して接合しているが，図21-35（接17），図

21-19（接13）のように，飛散したような分布状態を示す

接合資料もみられる．

接合資料の内，18個体がHP01に関係するものであ

る．平面的には，HP01出土のものは，ほとんど堅穴住

居址出土のものと接合している．層位的には，HP01-3

層とHP01-5層出土のものが接合する図19-15・17・

27（接14，接19，接3），HP01-3層，HP01-5層，基本

層序2a層のものが接合する図19-13（接28），HP01-5

層と基本層序2a層出土のものが接合する図19-28（接

20），HP01-4層と基本層序2a層出土のものが接合する

図18-8（接8），HP01-5層，HP01-2層，基本層序2a層

のものが接合する図19-26（接1）がみられる．土器片の

接合関係をみると，接合率が低く土器の砕片化が看取さ

れる．特に，図18-8（接8），図19-13（接28），図19-26（接

1），図19-28（接20）のように，HP01出土の土器が基

本層序2a層出土のものと接合する事例は，本住居址の

廃絶後に周囲の遺物が流入していることを示唆する．

本住居址の時期は，貼床層であるHP01-5層出土の甕

の無文化する傾向や， の口縁部と胴部の境が沈線化，

あるいは沈線の痕跡化する特徴から，中田ほか（1999）

編年の擦文文化前期（8世紀後半～9世紀）に比定される．

⑵ 炉址

炉址（HE01）は，258-70グリッドで基本層序2b層を

精査している際に検出した．平面が不整円形の焼土は，

規模が長軸0.40m，短軸0.34mである（図20）．基本層

序2b層上部が焼けて変色していたが，掘り込みは確認

されなかった．

⑶ ピット

ピット（PIT 01）は，南北に縦断して設置された配管

のため，撹乱が著しく調査区北壁断面で確認された（図

13）．規模は上場の長軸で約0.44mある．覆土に基本層

序2a層が含まれていることから，掘り込み面は，基本層

序2b層と推定される．

⑷ 小ピット

基本層序3層，あるいは4層まで掘り込まれた小ピッ

ト5基（SPT 01～05）が調査区東側で分散して検出され

た（図20）．平面形は不整円形もしくは不整楕円形を呈す

る．確認面からの深さは約0.08m～0.44mあり，ばらつ

表5 事務局非常用自家発電設備地点炉址・小ピット土層観察表

遺構名 層名 色相 土色 土性 粘性 しまり 備考

HE01 1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 中 やや強

SPT 01 1 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 中 中

SPT 02 1 7.5YR4/1 褐灰色 シルト 弱 強

SPT 03 1 7.5YR4/1 褐灰色 シルト 弱 強

SPT 05 1 2.5Y7/2 灰黄色 シルト 弱 やや強
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図20 事務局非常用自家発電設備地点検出の炉址・小ピット



図21 事務局非常用自家発電設備地点包含層出土土器実測図及び拓影図



表6 事務局非常用自家発電設備地点包含層出土土器観察表
器面調整挿図

番号
接合
番号

器種 部位
器高
（cm)

口径
（cm)

底径
（cm)

重量
（g)

時期
グリッド
層位

遺物番号
写真
番号

備考
外面 内面

21-1 － 甕 口縁～胴部 － － － 36.3 口縁縦位擦痕→ナデ
胴部斜位擦痕

口縁横位擦痕→ナデ
胴部斜位擦痕→ナデ

擦文前期 258-070
基2a層

437 3-1

21-2 － 甕 口縁 － － － 22.7 ナデ ナデ 擦文前期 258-070
基2a層

341 3-2

21-3 18 甕 口縁 － － － 17.0 ナデ ナデ 擦文前期 259-070
基2a層

245，246 3-3

21-4 － 甕 口縁 － － － 10.2 ヨコナデ ヨコナデ 擦文前期 258-070
基2a層

431 3-4

21-5 － 甕 口縁 － － － 11.0 ヨコナデ ヨコナデ 擦文前期 258-070
基2a層

483 3-5

21-6 － 甕 口縁 － － － 42.9 擦痕 横位擦痕 擦文前期 258-070
基2a層

448 3-6 内面スス付着．

21-7 － 甕 口縁 － － － 16.3 ヨコナデ ヨコナデ 擦文前期 259-070
基2a層

253 3-7

21-8 － 甕 口縁 － － － 11.2 ヨコナデ 不明 擦文前期 258-070
基2a層

440 3-8 内面炭化物付着．

21-9 － 甕 口縁 － － － 10.0 ヨコナデ ヨコナデ 擦文前期 258-070
基2a層

400 3-9

21-10 － 甕 口縁 － － － 9.0 横位擦痕→ヨコナデ 横位擦痕→ヨコナデ 擦文前期 258-070
基2a層

370 3-10

21-11 － 甕 口縁 － － － 5.5 ヨコナデ→沈線 ヨコナデ 擦文前期 260-070
基2a層

292 3-11

21-12 － 甕 口縁 － － － 9.7 ヨコナデ→沈線 ヨコナデ 擦文前期 261-070
基2a層

300 3-12

21-13 30 甕 口縁 － － － 9.7 ナデ→矢羽状沈刻→
横走沈線

ナデ 擦文中期 258-070
基2a層

405，430 3-13

21-14 － 甕 胴部 － － － 4.3 ナデ→沈線文 ナデ 擦文中期 258-070
基2a層

319 3-14

21-15 － 甕 胴部 － － － 4.8 縦位擦痕？→刺突 横位擦痕 続縄文 260-070
基2a層

265 3-15

21-16 31 甕 胴部 － － － 7.3 ナデ ナデ 擦文 258-070
基2a層

422，436 3-16

21-17 34 甕 胴部 － － － 2.4 擦痕 ナデ 擦文 258-070
基2a層

356，358 3-17

21-18 15 甕 胴部 － － － 32.9 ヨコナデ ヨコナデ 擦文 258-070
基2a層

474，475 3-18

21-19 13 甕 胴部 － － － 11.2 ナデ ナデ 擦文 258-070
基2a層

44，153-1 3-19

258-071
基2a層

21

21-20 38 甕 胴部 － － － 19.9 ナデ ナデ 擦文 258-070
基2a層

335，378 3-20

21-21 23 甕 胴部 － － － 12.4 ナデ 擦痕→ナデ 擦文 258-070
基2a層

5，16 3-21 内面輪積痕，内傾接合．

21-22 35 甕 胴部 － － － 5.2 ナデ ナデ 擦文 258-069
基2a層

154 3-22

258-070
基2a層

151-4

21-23 33 甕 胴部 － － － 5.1 摩耗 ナデ 擦文 259-070
基2a層

285，287 3-23

21-24 37 甕 胴部～底部 － － － 13.1 ナデ 摩耗 擦文 258-070
基2a層

146，149，191 3-24

21-25 16 甕 胴部 － － － 7.5 ナデ ナデ 擦文 258-070
基2a層

337，377 3-25

21-26 36 甕 胴部 － － － 10.4 ナデ ナデ 擦文 258-070
基2a層

151-1，151-2，151-3，
153-2，153-3

3-26

21-27 22 甕 胴部 － － － 4.8 擦痕→ナデ ナデ 擦文 258-070
基2a層

193，233 3-27 28と同一個体？

21-28 21 甕 胴部 － － － 6.3 擦痕 ナデ 擦文 258-070
基2a層

136，147 3-28

21-29 － 甕 胴部 － － － 19.9 擦痕 擦痕 擦文 258-070
基2a層

420，421 3-29 内面輪積痕．

21-30 10 甕 底部 － － （8.0） 30.5 ナデ ナデ 擦文 258-070
基2a層

429，442-2，477 3-30 内傾接合．

21-31 25 甕 底部 － － （7.3） 89.6 ナデ ナデ 擦文 258-070
基2a層

381，413 3-31 外面輪積痕．

21-32 26 甕 底部 － － （8.0） 123.3 ナデ ナデ 擦文 258-070
基2a層

325，375，376，
410，452，453

3-32

21-33 24 甕 胴部～底部 － － － 9.2 ナデ ナデ 擦文 258-071
基2a層

77，78 3-33

21-34 32 甕 底部 － － （9.6） 6.3 ナデ 剥離 擦文 258-070
基2a層

397，425 3-34

21-35 17 胴部～底部 － － － 37.5 擦痕→ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070
基2a層

123 3-35

259-069
基2a層

266

259-070
基2a層

195，201

260-070
基2a層

212

21-36 － 口縁 － － － 6.5 ミガキ ミガキ 擦文前期 258-070
基2a層

255 3-36

21-37 11 口縁～胴部 － － － 13.9 ミガキ→沈線 ミガキ 擦文前期 260-070
基2a層

215，264 3-37

21-38 7 口縁 － － － 4.9 ミガキ ミガキ 擦文前期 259-070
基2a層

109 3-38 内面黒色処理．

259-071
基2a層

100

21-39 － 口縁 － － － 5.6 ミガキ ミガキ 擦文前期 259-071
基2a層

102 3-39 内面黒色処理．

21-40 － 口縁 － － － 3.3 ミガキ？ ミガキ 擦文前期 258-071
基2a層

80 3-40 内面黒色処理．

21-41 － 鉢 口縁 － － － 5.2 ヨコナデ ヨコナデ 擦文前期 258-070
基2a層

190 3-41 内傾接合？

21-42 － 鉢 口縁 － － － 7.6 ヨコナデ ヨコナデ 擦文前期 258-070
基2a層

454 3-42
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きがある．層準からみていずれも擦文文化のものと考え

られる．

（坂口)

6．遺構外出土の遺物

遺構外の基本層序2a層から土器467点（総重量

1,949.6g），石器7点（総重量1,400.5g），礫5点（総重

量430.7g）が出土した．土器は擦文土器466点，続縄文

土器1点を含む．石器は，敲石2点，台石4点，黒曜石

製剥片1点が出土している．基本層序2b層からは，擦文

土器2点（総重量13.8g）が出土した．客土・撹乱から

擦文土器78点（総重量314.4g）が出土した．

本地点における遺物の分布は，調査区西側，HP01周

辺で密度が高く，調査区東側では減少していく傾向がみ

られる（図14）．こうした遺物の出土傾向と本地点に近接

する本部裏地点，事務局本館屋外排水設備地点から竪穴

住居址が検出されていることから，河谷に近い事務局分

館・本館西側空間が擦文文化集落址の本体であることを

示唆している（図9・10）．

土器

図21に基本層序2a層出土の主な土器実測図，拓本図

表7 事務局非常用自家発電設備地点包含層出土石器観察表

挿図
番号

遺物
番号

グリッド 層位 器種 石材
最大長
（cm)

最大幅
（cm)

最大厚
（cm)

重量
（g)

被熱 遺存状態 自然面の状態
写真
番号

22-1 157 258-070 基2a 敲石 安山岩 10.7 4.9 3.4 258.6 － 完形 転礫面 4-1

22-2 301 261-070 基2a 敲石 安山岩 8.8 6.0 5.0 312.6 － 上欠 転礫面 4-2

22-3 267 259-070 基2a 台石 安山岩 5.9 5.0 3.1 127.4 ○ 下欠・右欠 転礫面 4-3

22-4 283 260-070 基2a 台石 安山岩 6.7 5.8 3.2 193.1 － 上欠・下欠・右欠 転礫面 4-4

22-5 224 259-070 基2a 台石 安山岩 10.9 6.4 3.1 263.4 － 右欠 転礫面 4-5

22-6 158 258-070 基2a 台石 安山岩 10.6 7.7 2.4 245.1 － 右欠 転礫面 4-6

図22 事務局非常用自家発電設備地点包含層出土石器実測図



を示す．1～34は，甕である．1～5・7・8～10は，短い

口縁部が弱く外反する．1は，ヘラ状工具のようなもの

で，口縁部と胴部の境に雑な沈線を施すことで屈曲部を

作出しようとしている．6は，口縁部と胴部の屈曲部は擦

痕調整しているため，その境界があいまいで，口縁部と

胴部の径も近接している．11・12の口縁部も弱く外反す

るものとみられ，2本の沈線が施されている．13の口縁

部には，矢羽状沈刻が施されている．14の胴部には，横

「X」状の沈線文が施文されているとみられる．15は，北

大式で，竹管状工具による横位の刺突が施されている．

16～29は胴部である．30～34は底部で，いずれも平底で

ある．30は，粘土板が輪積部分で剥離しており，内傾接

合による土器制作が看取される．

35～40は， である．38～40は，内面黒色処理されて

いる．35には1本，37には2本の横走沈線が看取される．

41・42は鉢である．42の胎土は甕のものと類似する．

器壁は最も厚いところで41が約7mm，42は約8mm

あり厚手である．41の口端は尖るように細く，下部に行

くにつれ厚手になる．42は口唇を面取りし，口端は外面

に強い擦痕調整を施すことでやや薄手に成形している．

外面調整は，41がやや粗いナデ，42は擦痕調整が施され，

に比べ土器製作が全体的に粗雑な印象を受ける．

基本層序2a層出土，擦文土器の甕， ，鉢は，一部に

擦文文化中期（13・14）のものが含まれるが，HP01出

土のものと特徴が類似し，ある程度の時期的なまとまり

が看取される．

土器片の接合関係をみると，接合率が低く土器の砕片

化が看取され（図17），二次的な廃棄，堆積状況を示唆す

る．本地点出土の土器のほとんどが小破片であることも，

こうした堆積状況を傍証している．

石器

石器は，ツールについて実測図を作成し，図を掲載し

ている（図22・表7）．1・2は，安山岩製の敲石である．

1の下端には，敲打痕が看取される．3～6は安山岩製の

台石である．3は被熱を受けている．6の下端には，使用

に伴うとみられる剥離痕が看取される．これらの石器は，

K39遺跡の擦文文化にしばしばみられる石器組成を示

している．

（坂口)

7．自然科学分析の結果

⑴ 事務局非常用自家発電設備地点から検出された種子

の分析

a．遺跡の位置と性格

遺跡の名称：K39遺跡事務局非常用自家発電設備地点

所 在 地：札幌市北区北8条西5丁目

北海道大学構内

発掘調査期間：2016年9月1日～2016年10月13日

発掘調査面積：196m

調査担当者：坂口 隆・守屋豊人・本山志郎・髙倉 純

遺跡の立地：サクシュコトニ川右岸の平坦面

遺構の年代：8世紀後半～9世紀

b．検討対象

本稿は，札幌市K39遺跡事務局非常用自家発電設備

地点の竪穴住居址（HP01）から検出された種子の報告で

ある．検討の対象となるのは，ウォーター・フローテー

ションをへて，一次同定において植物種子の可能性があ

るとされた炭化物などである．資料は，表8に示す21個

の土壌サンプルの試料No.ごとにカプセルにわけて保管

されていた．一次同定を経た資料のなかには，多くの炭

化材が含まれていた．種子ではないので，本稿では詳述

しない．また，HP01-5層（試料No.25）から1個の昆

虫遺体が出土した．酸化状態のため，現代の遺体が混入

したものと考えられる．形態・サイズからみて微小な昆

虫の胸部と考えられるが，属・種の同定は行っていない．

なお，本稿に関わる資料は2016年12月22日に筆者が

受領し，2017年1月5日に本レポートとともにすべて北

海道大学埋蔵文化財調査センターに返却した．

c．検出された植物種子（表8）

不明ミレット Indeterminate millets（写真1.1，2）

雑穀の種子ではあるが，被熱によるダメージで全体の

形状が変形しており，ヘソの形態も明確に保存されてい

ないことから種を同定できないものが，HP01-5層（試

料No.22，28）から2個出土した．ヘソが比較的長く，側

面観はヘソ側が細くなっていることからみて，アワ

Setaria italica (L.)P.Beauv.の可能性が高いと思われる

が，キビ Panicum miliaceum L.やヒエ属 Echinochloa
 

Beauv.の可能性も残されるため形態観察から属・種の同

定はできない．写真1.1は長さ1.24mm，幅1.38mm，

写真1.2は長さ1.29mm，幅1.43mmである．

アカザ属 Chenopodium L.（写真1.3，4）

HP01-5層（試料No.21，23，25）から酸化状態の種

子が3個出土した．種子は扁平球形で，側面に嘴状に突

出したヘソがある．写真1.3は長さ1.03mm，幅0.98

mm，写真1.4は長さ1.30mm，幅1.10mmである．
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表8 事務局非常用自家発電設備地点HP01出土の種子分類群一覧

試料

No.
層位

乾燥後
容量
（ℓ)

不明
ミレット

個

アカザ属

個

キハダ属

個

不明種子
（炭化)

個

不明種子
（発泡)

個

冬芽

個

不明
炭化物
個

18 HP01-5 5.0 7

19 HP01-5 4.0 4

20 HP01-5 5.0 1 4

21 HP01-5 5.0 1 5

22 HP01-5 4.5 1 1 3

23 HP01-5 4.2 1 1

24 HP01-5 4.0 1 1 1

25 HP01-5 4.0 1 7

26 HP01-5 4.8 3

27 HP01-5 4.5 2 2

28 HP01-5 3.2 1 4 8

29 HP01-5 3.5 2 1

30 HP01-5 5.0 3 2

31 HP01-5 4.0 1 5

32 HP01-5 3.1 1 4

43 E6 0.7 10

44 E6 2.0 2 2

45 E4・5 2.8 2 5 1

46 E6 0.6 19

47 E6 0.6 3

48 HP01-3a 3.0 1 13

写真1 事務局非常用自家発電設備地点HP01出土の植物遺体



キハダ属 Phellodendron Rupr.（写真1.5）

同一個体と思われる果実の破片が，HP01-5層（試料

No.30）から3個確認された．写真1.5にはもっとも大き

な破片の写真を掲載した．一部発泡しているが，内部に

5～6個の種子が抜け落ちた痕跡とその表面組織がみえ

る．写真1.5は，長さ（7.45）mm，幅（5.91）mmであ

る．

不明種子（炭化） Indeterminate seeds（Charred）

種子ではあるが，被熱による形状・表面組織の変化が

著しいために，それ以上の詳細な同定ができないものが

HP01-5層（試料No.20，22，24，29），HP01-3a層（試

料No.48），E4・5層（試料No.45）から8個出土した．

不明種子（発泡） Indeterminate seeds（Foamed）

種子ではあるが，被熱による発泡のため，それ以上の

詳細な同定ができないものがHP01-5層（試料No.27，

28，32），E4・5層（試料No.45），E6層（No.43，44，

46）から43個出土した．大きな破片が多いため，火を受

けた堅果類が含まれていると思われる．

冬芽 Winter buds
 

HP01-5層（試料No.24，31）から，2点が出土した．

いずれも破片で特徴的な構造をとらえることが難しく，

現生標本との対比が困難であるためより詳細な同定はで

きなかった．

不明炭化物 Unknown charred materials

種子であることが確定できない炭化物を不明炭化物と

した．同定ができない炭化種子の破片のほか，菌核など

も含まれていると思われる．

d．若干のコメント

資料は，全体的に被熱によるダメージを大きく受けて

いた．このため，種子の保存状況が悪く，一部あるいは

全体が発泡している資料も少なくなかった．サンプルサ

イズも小さいため同定できた種のみで本遺跡における種

子コンプレックスを判断するのは危険であるが，検出さ

れた種子そのものはこれまでにも擦文文化期で確認され

ているものの範疇におさまると考えてよい．

不明ミレットは，これまで擦文文化期で知られている

雑穀（アワ，キビ，ヒエ属）のいずれかである可能性が

高い．アカザ属は現生の種子が混入したものと考えられ

るが，キハダ属は北海道島において縄文文化期以降しば

しば種子・果実が出土することで知られている．キハダ

は樹皮・木がさまざまな方法で利用される植物であるが，

果実もしぼって砂糖とともに煮詰めて練薬として利用さ

れる（柴田編1949：153）．アイヌ文化においても，果実

が食用・薬用に用いられるだけでなく，「最も尊い神へ捧

げる木幣」をつくるための高貴な樹木に位置づけられて

いる（知里1976：103-104）．

今回の資料は，おもに竪穴住居内の貼床と煙道から出

土したものであった．北大構内においては発掘面積がそ

れほど大きくないことも多く，竪穴住居の一部しか調査

できないこともめずらしくない．しかし，貼床，煙道，

埋土の情報も，カマド燃焼部や炉と比較するために必要

であるため，たとえ種子の検出率が低く，また種子のダ

メージが大きいとしても，フローテーション法によって

情報を収集してゆくことは今後も必要である．

本稿の作成にあたって，北海道大学埋蔵文化財調査セ

ンターの坂口隆氏にお世話になった．末筆ではあるが篤

くお礼申し上げる．

高瀬克範（北海道大学大学院文学研究科）

引用文献

柴田桂太編1949『資源植物事典』北隆館．

知里真志保1976『知里真志保著作集 別巻 分類アイヌ語辞典

植物編・動物編』平凡社．

⑵ 分析に関するコメント

試料は，HP01における居住活動の内容に関する検

討，当地点における古環境や，K39遺跡における栽培植

物のデータを蓄積する目的でHP01-3a層，HP01-5層

から土壌サンプルを採取した．土壌の採取から水洗，種

実抽出までの作業は，北海道大学埋蔵文化財調査セン

ターで行った．

分析の結果，属・種レベルでの同定は不可能であった

が，少量の雑穀種子が検出された．K39遺跡では，擦文

文化期の栽培植物は，恵迪寮地点竪穴住居址（HP02・

03），及び「炭化物マウンド」からアワ，コムギ，附属図

書館本館再生整備地点の竪穴住居址（HP01）からキビ，

北キャンパス総合研究棟6号館地点竪穴住居址（HP01）

と農学部実験実習棟地点竪穴住居址（HP03）からキビと

アワ，国際科学イノベーション拠点施設地点竪穴住居址

（HP01・03）からアワが出土している（Crawford 1986，

佐々木・スダルシャン2012，2016a，2016b）．

擦文文化前期～後期の集落跡であるエルムトンネル地

点ではアワとキビが主要な栽培植物とみられる（吉崎・

椿坂2001）．他の地点と同様に遺構により栽培植物の差

異や出土量の多寡が看取されるようである．ただし，試

料のサンプリング方法（特に，試料数）はK39遺跡でも

地点により異なり，サンプリング方法が栽培植物の出土

量に影響している可能性も考えられる．遺構による栽培

植物の差異や出土量の多寡という事象が，時期，地点，
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あるいは居住集団による栽培・野生植物利用の変異なの

か，今後，データを蓄積することにより解明していく必

要がある．

（坂口）

8．まとめ

本地点の発掘調査は，狭い調査面積ながら竪穴住居址

1基が検出されたことで，一定の成果が得られた．本節で

は，本地点周囲における擦文文化前期集落の変遷や遺跡

形成過程を概観することで結びとする．

既述の通り，本地点周辺では本部裏地点，地球環境科

学研究科研究棟第2地点，附属図書館ガス引込工事地点，

職員厚生施設地点，附属図書館本館再生整備地点で擦文

文化前期の竪穴住居址が各1基検出され，サクシュコト

ニ川上流域における擦文文化前期集落の展開が明らかに

なりつつある．

サクシュコトニ川上流域左岸に位置する附属図書館本

館再生整備地点のHP01は，本地点周囲では擦文文化の

最も古い住居址である．その出土品（図10-8～11）は，

甕，球胴甕， に古い特徴を有し，K435遺跡C地点5’

層出土資料（札幌市埋蔵文化財センター編1993：図61

など）に対比可能とみられ，8世紀中葉～後葉に位置づけ

られる（中田裕香氏2016年私信）．

幅狭な有段口縁部に細沈線を施す甕（図10-5）が出土

している地球環境科学研究科研究棟第2地点HP01は，

附属図書館本館再生整備地点のHP01に後続するもの

とみられる．甕の無文化が顕著になるのが本部裏地点

HP01出土品（図10-12）で，後続するのが事務局非常用

自家発電設備地点HP01出土品（図18-1・4，図19-12～

14，17）とみられる（中田裕香氏2016年私信）．職員厚

生施設地点の堅穴住居址は，甕口縁部に多条の沈線を施

す特徴（図10-13・14）から9世紀に位置づけられる．附

属図書館ガス引込工事地点のHP01も （図10-7）の特

徴から9世紀前後のものと推定される．

このようにみていくと，本地点周囲における住居址の

変遷は，附属図書館本館再生整備地点HP01→地球環境

科学研究科研究棟第2地点HP01→本部裏地点HP01

→事務局非常用自家発電設備地点HP01→職員厚生施

設地点堅穴住居址，附属図書館ガス引込工事地点HP01

が考えられる（中田裕香氏2016年私信）．

以上の点をふまえると，本地点周囲ではサクシュコト

ニ川上流域左岸で竪穴住居が設営され，その後，右岸に

集落が展開していく様子が看取される．このように本地

点の河谷沿いには，擦文文化前半期（8世紀～9世紀頃）

の小規模な集落が展開していたとみられる．

本地点における遺物の分布は，調査区西側，HP01周

辺で密度が高く，河谷から離れていく調査区東側では減

少していく傾向がみられるのは，こうした河谷沿いにお

ける集落の展開とかかわるものであろう．また，本地点

出土の土器のほとんどが小破片であることや，土器の接

合資料は接合率が低く，土器の砕片化する傾向が看取さ

れるのも集落周辺における居住活動と関連したものであ

ろう．

本地点周囲に小規模ではあるが集落が展開した背景に

は，サクシュコトニ川右岸の平坦面に位置し，水場，河

谷沿いの植物資源，遡上する魚類へのアクセスが容易で，

遺跡立地として良好な点などがあげられよう．こうした

環境的な好条件が整うことで，河谷沿いには遺跡が密集

し，擦文文化前期にも当地点周囲は集落として利用され

たとみられる．

既述の通り，本地点の竪穴住居址（HP01）から雑穀種

子，附属図書館本館再生整備地点の竪穴住居址（HP01）

からキビが発見されていることから，擦文文化前期には

雑穀農耕をおこなっていたのであろう．また，附属図書

館本館再生整備地点竪穴住居址（HP01）ではサケ科の魚

骨が検出されているので（阿部2012），これらの魚類を捕

獲し複合的な生業を営んでいたとみられる．

（坂口)



写真2 事務局非常用自家発電設備地点出土遺物⑴
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写真3 事務局非常用自家発電設備地点出土遺物⑵



A．調査区全景（東より）
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G．調査区西壁（東より） H．調査状況（東より）

E．HP01煙道完掘（南東より） F．HP01煙道長軸セクション（南より）

C．HP01床面検出（東より） D．HP01完掘（西より）

B．HP01-3a層遺物出土状況（東より）A．HP01検出（東より）

写真6 事務局非常用自家発電設備地点の調査⑵



Ⅱ-２ K39遺跡事務局本館屋外
排水設備地点の発掘調査

1．調査地点の位置と周辺での過去の調査

事務局本館屋外排水設備地点（以下，本地点）は，北

海道大学札幌キャンパス南東部に所在する．本地点は正

門近くの事務局本館の西側に位置する（図9）．本地点は，

地形面としては，豊平川扇状地の末端に位置している．

本地点の座標位置は北緯43度4分16秒，東経141度20

分43秒である．遺物包含層の標高はおよそ14.5mであ

る．本発掘調査を実施したのは平成27年8月24日から

9月4日であった．調査対象面積は14m である．

本地点は，豊平川扇状地末端から北部の沖積平地にひ

ろがることが確認されている旧琴似川水系に分布する続

縄文文化～擦文文化の遺跡群の一つに属している．本地

点の周辺で河谷に沿う平坦面に立地する地点としては，

K39遺跡中講堂地点（吉崎・岡田編1987），本部裏地点

（小杉編2002），地球環境科学研究科研究棟第1地点（小

泉・林編2000），同第2地点（小杉編2002），附属図書館

本館再生整備地点（小杉他編2012）がある（図9）．

附属図書館本館再生整備地点を除くと，いずれもいわ

ゆるサクシュコトニ川右岸に立地している．中講堂地点

は北大 式期，それ以外の地点では擦文文化前期の活動

痕跡が残されていた．地球環境科学研究科研究棟第1地

点を除くそれぞれの地点では，竪穴住居址を残す居住活

動が展開されていたことが判明している．各地点の出土

土器の諸特徴ならびに実施された放射性炭素年代測定の

結果をふまえると，これらの地点は同時的な居住活動に

よって残されたわけではなく，それぞれの地点での居住

活動には若干の時間差があったことが想定できる．その

ため，本地点とその周辺では，同じような地形環境に，

続縄文文化終末の北大式期から擦文文化前期にかけて繰

り返し居住活動が展開されていたことになる．

2．調査の経緯と方法

北海道大学事務局本館の西側箇所で，北海道大学事務

局本館新営工事に伴う排水設備その他工事の計画が策定

されたことをうけ，工事範囲内に関する埋蔵文化財の取

り扱いについて協議が実施された．協議結果に基づき，

北海道大学埋蔵文化財調査センターでは，工事予定地内

での埋蔵文化財の有無を確認するための試掘調査を，平

成27年6月2日～6月9日の期間実施した．試掘調査で

は，工事予定地範囲内にTP01からTP10までの試掘坑

を配置し，調査を実施した（図23）．試掘調査の結果，工

事予定地内からはTP03で擦文文化の遺構・遺物が確認

された．この試掘調査の結果をうけ，あらためて取扱に

関する協議が実施された．結果的に，TP03近辺を工事

範囲から除外することで，当初の工事対象範囲117m か

ら97m に縮小し，ルートを変更する新たな工事計画が

示されたうえで，14m（TP04とTP02との間）を本発

掘調査の対象とすることが決められた．それに基づき，

平成27年7月23日付けで北海道教育委員会に発掘届が

提出された．本発掘調査は，平成27年8月24日から平

成27年9月4日までの期間，実施された．

本発掘調査では，調査対象とする範囲における地表下

0.5～0.6mの深さまでの客土を重機によって除去し，自

然堆積物が残されている範囲と近現代の工事等による撹

乱が及んでいる範囲とを把握していった．客土中からは

第二次世界大戦後に製作されたと考えられる陶磁器で，

高台に青色の太圏線を施し，底面に「MADE IN OC-

CUPIED JAPAN」の印をもつ高台付椀（図24）やガラ

ス瓶なども確認されている．地表下1.0mよりも攪乱が

深くまで及んでいる範囲が調査区内の大半にひろがって

いた（図25）．自然堆積物が残されている範囲に関して

は，人力により掘り下げを進め，遺物や遺構の確認をお

こなっていった．最終的に掘り下げは地表下0.8～1.0m

まで実施している．調査範囲内からは，擦文文化の竪穴

住居址（HP01）の一部が検出された．遺構外からの遺物

の出土は，客土からの出土を除くと僅かしか認められな

かった．竪穴住居址に関しては，覆土の掘り下げ，遺構

の形態と覆土の堆積状況，遺物の包含状況の確認をおこ

なっていった．

本発掘調査では，発掘区に設定した方眼を用いて各種

の記録をおこなった．方眼は5×5mを基本グリッドと

し，北海道大学構内全体を対象として設定したものであ

る．仮想原点の設定は公共座標に対応させておこなって

いる．緯度44°00′00″，経度142°15′00″を基準点として，

X軸方向に－103307.649m，Y軸方向に－74767.738m

の地点を発掘区の仮想原点とした．Y軸の方位はN10°

55′23″W である．X軸とY軸の関係は数学系座標と同じ

であり，それぞれのグリッドにはアラビア数字で記号を

付した．遺物の取り上げ，遺構や層序断面の記録などに

あたっては，グリッドをもとにトータル・ステーション

を使用して座標位置の記録をおこなった．遺物には通し

番号を付し，種別や層準を記録した後，三次元座標値の

記録をトータル・ステーションでおこない，取り上げて

いる．調査区範囲や竪穴住居址等の遺構の平面記録をお
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図23 事務局本館屋外排水設備地点と周辺の住居址



こなう際にもトータル・ステーションを利用した測量を

実施している．調査区や遺構の断面図記録は，写真撮影

後，人手で10分の1スケールを基本に図化した．

3．層序と古地形

本地点は，豊平川扇状地の末端に位置している．本地

点が立地している微地形面は，いわゆるサクシュコトニ

川右岸の平坦面であり，現地形や周辺での過去の発掘調

査の成果（とくにK39遺跡附属図書館本館再生整備地

点）をふまえると，続縄文文化後半期から擦文文化の段

階にかけては，本地点の西側に接して河谷があったこと

が想定できる．しかし，今回の発掘調査の範囲内からは，

そうした河谷は検出されなかった．

本地点で確認された表層層序は，基本的に河川の営力

によって運ばれてきた堆積物とその土壌化を受けたもの

から構成されていると考えられる．そうした性質を鑑み，

堆積過程とその土壌化の履歴に留意しながら，層序の区

分と記載を実施した．

本地点の基本層序は，1層から4層までに区分された．

調査区の西壁で確認された土層断面を図26に示す．1層

は客土である．コンクリート・ガラやガラス瓶，陶磁器

等を含む．2層は暗褐色のシルトである．土壌化の影響が

認められた．3層は褐色のシルトである．4層は暗赤褐色

の細粒～中粒砂である．4層は西壁断面では確認されて

いないが，後述する竪穴住居址（HP01）の覆土を断面で

観察する際に3層の下位で堆積が確認されたものであ

る．2～4層の

相互の接触面

は漸移的であ

り，堆積環境

に大きな変化

はなく連続的

に形成された

ことを示して

いる．2層か

らは僅かだが

擦文土器が出

土しており，

この層が擦文

文化の遺物包

含層といえ

る．HP01の

周辺では2層

は削平されて

おり，確認さ 図25 事務局本館屋外排水設備地点遺構と遺物の検出状況

図24 事務局本館屋外排水設備地点
出土陶磁器の実測図及び写真
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れなかった．HP01は3・4層を掘り込んで構築されてい

たが，掘り込み面は削平により確認できなかった．

4．遺構

本地点の発掘調査では，遺構として竪穴住居址が1基

（HP01），土坑が1基（PIT 01）検出された（図25）．い

ずれも1層を除去した段階で確認されている．竪穴住居

址は擦文文化のものと考えられる．

⑴ 竪穴住居址

調査範囲内より1基（HP01）が検出された．HP01は，

トレンチ状の調査区である関係から，住居址の北東側の

一部を調査したにとどまっている．平面形は隅丸方形で

あったと推定される．全体の大きさは正確にはわからな

いが，周辺での試掘調査の結果をふまえると，一辺がお

よそ5m程度ではなかったかと推定される．確認面から

床面までの深さはおよそ0.5mあった．床面の標高は約

14.5mである．カマドや柱穴は検出されなかった．カマ

ドは撹乱により破壊されている可能性が高い．覆土は1

層から5層までに区分された（図27）．1層は1a層から

1c層まで，2層は2a層と2b層，4層は4a層と4b層に細

分された．1層はシルト，2・3層はシルトもしくは極細

粒砂質シルト，4層は砂，5層はシルトである．5層は炭

化物や焼土粒を含むが，住居址内の一部の範囲からのみ

確認されている．本住居址ではカマドは確認されていな

いが，東～南東の一辺にカマドが設けられていたとする

と，本調査で確認された住居址のすぐ東側の攪乱範囲に

カマドが本来あった可能性が想定されることになる．し

たがって，5層に含まれていた炭化物や焼土粒はカマド

に由来するものである可能性が指摘できる．ちなみに後

述する放射性炭素年代測定の試料はこの層から採取され

た．4層から1層にかけては，上方へ向けてマトリクスが

細粒化しており，間𨻶なく漸移的に堆積が進行していっ

たことがうかがえる．1・2層では土壌化の発達が認めら

れており，1層の堆積後に堆積作用の中断がみられた可

能性が高い．住居址内からの遺物の出土は，1層から5層

まで確認されたが，多くは覆土4～5層に含まれていた．

堆積過程に関する上述の推定を前提とすると，遺物は，

住居として利用されていた時期に比較的近接した時期に

残されていたものである可能性が指摘できる．

HP01の覆土で出土した遺物は擦文土器が17点，礫

が4点である．土器は，1層から甕の胴部が2点（計12.4

g），2層から甕の胴部が1点（1.5g），3層から甕の口縁

部が1点（46.4g），甕の胴部が1点（2.3g），4層から

の口縁部が1点（14.2g），甕の胴部が7点（計88.5g），

5層から甕の口縁部が2点（計4.0g），胴部が2点（計

16.1g）出土した．礫は安山岩製4点（計4,633.4g）で

あり，4層からの出土である．

代表的な土器を図28に示す．図28-1～5はHP01の

覆土から出土した．長胴甕では，口縁部

や胴部上半にそれぞれ1本の沈線文を配

しているものが認められる（図28-1）．口

縁部は外側に強く反り，口唇部近くに

なって上方向に立ちあがる．口唇部の断

面形は角形をなしている．図28-2の資料

も同一の器形をなしていた可能性が高

い．図28-3・4も長胴甕の胴部破片であ

る． では，口縁部破片だが表裏が赤彩

されたものが出土している（図28-5）．全

体的に器壁が薄く，表裏面には横方向の

ミガキが観察される．口縁部直下で屈曲

し，垂直方向に立ちあがる器形をなして

いる．胎土は緻密で，これまで北海道大

学構内の遺跡から出土する擦文土器の

に通例の砂等は含まれていない．

表9 事務局本館屋外排水設備地点層序観察表

層名 色相 土色 土性 粘性 しまり 備考

1 客土

2 7.5YR3/3 暗褐色 シルト やや弱 中

3 7.5YR4/6 褐色 シルト 弱 やや弱

4 5YR3/6 暗赤褐色 細粒～中粒砂 弱 弱

図26 事務局本館屋外排水設備地点堆積状況



⑵ 土坑

HP01の北側へ2m離れた位置からPIT 01が検出さ

れた（図29）．東側は未調査である．基本層序の3層を掘

り込んで構築されていた．掘り込み面は不明である．平

面形は円形で，断面形は皿形を呈している．西側半分を

調査したにとどまっているが，径は約0.7m，確認面から

坑底面までの深さは約0.2mで

あった．覆土は2層に細分された．

いずれもマトリクスはシルトであ

る．炭化物や遺物は含まれていな

かった．基本層序との関係，および

周辺での既存の調査状況を考える

と，擦文文化もしくは続縄文文化北

大式期のものである可能性が高い

が，HP01との前後関係も含め，細

かな帰属時期を特定することはでき

図28 事務局本館屋外排水設備地点出土の土器実測図及び拓影図

表10 事務局本館屋外排水設備地点検出のHP01層序観察表

遺構名 層名 色相 土色 土性 粘性 しまり 混入物など

HP01 1a 7.5YR3/1 黒褐色 シルト やや弱 中

1b 10YR3/2 黒褐色 シルト 中 中

1c 7.5YR3/3 暗褐色 シルト やや弱 中

2a 7.5YR2/3 極暗褐色 砂質シルト 中 やや弱

2b 7.5YR3/3 暗褐色 シルト 中 やや弱

3 5YR3/4 暗赤褐色 極細粒砂質シルト やや弱 やや弱

4a 10YR3/3 暗褐色 極細粒砂 やや弱 やや弱

4b 2.5Y4/2 暗灰黄色 極細粒砂 やや弱 弱

5 7.5YR2/3 極暗褐色 シルト 中 やや弱 炭化物（径2～4mm），焼土粒子をやや微量含む．

図27 事務局本館屋外排水設備地点検出のHP01土層断面図
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なかった．

5．遺物

遺構外の基本層序2層からは土器が2点，石器が3点

出土している．土器はいずれも擦文文化の長胴甕の胴部

資料である（計10.7g）．石器は，黒曜石製の剥片が1点

（3.0g），砕片が2点（計0.2g）である．図30に剥片を

図示した．

これ以外の遺物は，いずれも客土（基本層序1層）か

らの出土である．擦文文化の長胴甕の口縁部2点（計

22.6g），胴部35点（計196.2g），底部1点（11.5g），

が口縁部1点（1.2g），受け口付土器の口縁部が1点

（20.7g）である．

代表的な土器を図28に示す．図28-6は受け口付土器

の口縁部資料である．口縁部の内側についていた鍔の方

だけが残っている．鍔の断面形は「I字形」になるもので

ある．図28-7・8は甕の胴部資料，図28-9は甕の底部資

料である．

（髙倉)図30 事務局本館屋外排水設備地点出土の
石器実測図

図29 事務局本館屋外排水設備地点検出のPIT01

表11 事務局本館屋外排水設備地点出土土器観察表

器面調整挿図

番号
器種 部位

器高

（cm)

口径

（cm)

底径

（cm)

重量

（g)
時期 層位

遺物

番号

写真

番号
備考

外面 内面

28-1 甕 口縁部 － － － 46.4 沈線文（横）：口縁部1本・

胴部1本，ハケメ

ハケメ 擦文前期 覆土3 25 7-1

28-2 甕 胴部 － － － 52.5 沈線文（横）：胴部1本，ハ

ケメ

ハケメ 擦文前期 覆土4a 8，9 7-2

28-3 甕 胴部 － － － 13.6 ハケメ ハケメ 擦文 覆土5 23 7-3

28-4 甕 胴部 － － － 9.5 ナデ（横） ナデ（横） 擦文 覆土4a 14 7-4

28-5 口縁部 － － － 14.2 ミガキ（横） ミガキ（横） 擦文前期 覆土4a 22 7-5 赤彩

28-6 受け口付土器 口縁部 － － － 20.7 ナデ（横），ハケメ ハケメ 擦文前期 1 7-6

28-7 甕 胴部 － － － 28.1 ハケメ ハケメ 擦文 1 7-7

28-8 甕 胴部 － － － 25.2 ハケメ ハケメ 擦文 1 7-8

28-9 甕 底部 － － 8.0 11.5 ナデ（縦） ナデ（横） 擦文 1 7-9

表12 事務局本館屋外排水設備地点検出のPIT01土層観察表

遺構名 層名 色相 土色 土性 粘性 しまり 備考

PIT 01 1 10GY2/1 緑黒色 シルト やや弱 中

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 中 中 7.5YR2/2黒褐色シルトをブロック状に含む．

表13 事務局本館屋外排水設備地点出土石器観察表

挿図
番号

遺物
番号

大グリッド 中グリッド 小グリッド 層位 器種 石材
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

重量
(g)

被熱 遺存状態 自然面の状態
写真
番号

30-1 2 253-58 2 2 2 剥片 黒曜石 2.1 2.3 0.8 3.0 － 完形 転礫面 8-1



写真7 事務局本館屋外排水設備地点出土の土器
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6．自然科学分析の結果

⑴ 放射性炭素年代測定

a．はじめに

北海道札幌市に位置するK39遺跡の事務局屋外排水

設備地点から出土した試料について，加速器質量分析法

（AMS法）による放射性炭素年代測定を行った．

b．試料と方法

試料は，竪穴住居址であるHP01から出土した炭化材

2点（試料No.1：PLD-30352，試料No.2：30353）であ

る．いずれの試料も，最終形成年輪は残っていなかった．

測定試料の情報，調製データは表14のとおりである．

試料は調製後，加速器質量分析計（パレオ・ラボ，コ

ンパクトAMS：NEC製1.5SDH）を用いて測定した．

得られた C濃度について同位体分別効果の補正を行っ

た後， C年代，暦年代を算出した．

c．結果

表15に，同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比

（δ C），同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用い

た年代値と較正によって得られた年代範囲，慣用に従っ

て年代値と誤差を丸めて表示した C年代を，図31に暦

年較正結果をそれぞれ示す．暦年較正に用いた年代値は

下1桁を丸めていない値であり，今後暦年較正曲線が更

新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために

記載した．

C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した

年代である． C年代（yrBP）の算出には， Cの半減期

としてLibbyの半減期5568年を使用した．また，付記し

図31 事務局本館屋外排水設備地点暦年較正結果

写真8 事務局本館屋外排水設備地点出土の石器

表15 事務局本館屋外排水設備地点の放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

C年代を暦年代に較正した年代範囲
測定番号 δ C

（‰)
暦年較正用年代
(yrBP±1σ)

C年代
(yrBP±1σ) 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-30352
 

HP01
試料No.1

－24.45±0.20 1329±19 1330±20 660-682cal AD（68.2％）
652-710cal AD（87.3％)
746-764cal AD（ 8.1％)

PLD-30353
 

HP01
試料No.2

－25.45±0.27 1321±23 1320±25
659-690cal AD（59.1％）
751-760cal AD（ 9.1％）

655-715cal AD（77.6％)
743-766cal AD（17.8％)

表14 事務局本館屋外排水設備地点の放射性炭素年代測定試料及び処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-30352

遺構：HP01
層位：5層
試料No.1

種類：炭化材
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N，水酸化ナトリウム：1.0N，塩酸：1.2N）

PLD-30353

遺構：HP01
層位：5層
試料No.2

種類：炭化材
試料の性状：最終形成年輪以外部位不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N，水酸化ナトリウム：1.0N，塩酸：1.2N）



た C年代誤差（±1σ）は，測定の統計誤差，標準偏差

等に基づいて算出され，試料の C年代がその C年代

誤差内に入る確率が68.2％であることを示す．

なお，暦年較正の詳細は以下のとおりである．

暦年較正とは，大気中の C濃度が一定で半減期が

5568年として算出された C年代に対し，過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の C濃度の変動，

および半減期の違い（ Cの半減期5730±40年）を較正

して，より実際の年代値に近いものを算出することであ

る．

C年代の暦年較正にはOxCal4.2（較正曲線デー

タ：IntCal13）を使用した．なお，1σ暦年代範囲は，

OxCalの確率法を使用して算出された C年代誤差に

相当する68.2％信頼限界の暦年代範囲であり，同様に2

σ暦年代範囲は95.4％信頼限界の暦年代範囲である．

カッコ内の百分率の値は，その範囲内に暦年代が入る確

率を意味する．グラフ中の縦軸上の曲線は C年代の確

率分布を示し，二重曲線は暦年較正曲線を示す．

d．考察

以下，2σ暦年代範囲（確率95.4％）に着目して結果を

整理する．

HP01の試料No.1（PLD-30352）は652-710cal AD

（87.3％）および746-764cal AD（8.1％），試料No.

2（PLD-30353）は655-715cal AD（77.6％）および

743-766cal AD（17.8％）で，いずれも7世紀中頃～8世

紀後半の暦年代を示した．これらは，擦文文化に相当す

る．

なお，今回の試料はいずれも最終形成年輪を含めて測

定が行われていない．木材の場合，最終形成年輪部分を

測定すると枯死もしくは伐採年代が得られるが，内側の

年輪を測定すると，最終形成年輪から内側であるほど古

い年代が得られる（古木効果）．今回の試料はいずれも古

木効果の影響を考慮する必要がある．
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⑵ 自然科学分析結果に対するコメント

HP01の覆土5層から採取した炭化物を試料として2

件の放射性炭素年代測定を実施した．1,330±20（PLD-

30352）と1,320±25（PLD-30353）という測定結果が得

られた．2σの歴年較正では7世紀中葉から8世紀中葉

ということになる．適正に前処理が実施された試料を測

定しており，なおかつ同一層準・遺構で採取された試料

を用いた2件の測定で，近接した年代の結果が得られた

ことから，竪穴住居址の利用年代を推定するうえで有意

なデータと考えられる．

7．まとめ

HP01から出土した土器群は，覆土の1層から5層ま

で出土しており，層位的に一括性を保証するわけではな

い．ただし，覆土4～5層からより多くの資料が出土して

いること，堆積過程に関する上述の推定を前提とすると，

土器群は比較的近接した時期の所産である可能性が指摘

できる．出土した長胴甕は，千歳市丸子山遺跡（田村編

1994）出土資料と形態や調整等で共通点が多い．年代測

定は，カマド採取の試料を測定したわけではないが，覆

土5層中の炭化物や焼土粒の成因をふまえると，HP01

の帰属年代を推定するうえで有意なデータである可能性

があり，土器群が有する諸特徴の対比・位置づけとも整

合することは注目を要しよう．

図28-5の に関しては，表裏の赤彩や調整，胎土，器

形などを見る限り，これまで道内で確認されている事例

に対比できるものは見出しがたい．1点のみであるので

確言はできないが，東北地方で確認されている「関東系

土師器」の可能性を指摘しておきたい．

これまで実施されてきた発掘調査によって，本地点の

周辺では北大 式期から擦文文化前期にかけての居住活

動が，若干の時間差をもちつつ繰り返し実施されていた

ことがわかっている．本地点での活動痕跡の時期および

性格に関するデータは，扇状地末端の河川上流部におい

て展開されていた当該期の居住活動を把握するうえで一

定の意義をもつ．

（髙倉)
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A．調査区西壁⑴ B．調査区西壁⑵

D．HP01礫出土状況（東より）C．PIT 01検出状況（東より）

F．完掘状況（南より）E．HP01セクション西壁（東より）

写真9 事務局本館屋外排水設備地点の調査



Ⅱ-３ K39遺跡旧留学生センター
改修地点の調査

1．調査地点の位置と周辺での過去の調査

本地点は，北海道大学構内の南，農学部本館の南東側，

北緯43度4分11秒，東経141度20分26秒に位置する．

遺構・遺物包含層の標高は約15.5m～15.6mであった．

本地点の周辺には，続縄文文化末期，擦文文化の遺構，

遺物を発見した地点がみられる（図32）．本地点の北側に

隣接して平成5年度に調査がおこなわれたK39遺跡留

学生センター地点（吉崎編1995），本地点の北西約350m

の位置には，平成26年度に調査をおこなったK39遺跡

農学部実験実習棟地点（小杉他編2016）がある．留学生

センター地点では，調査範囲北側，地表下約0.4m～約

0.5mの深さで沢状の窪地が発見され，その覆土から続

縄文文化末期の土器片，擦文土器片，黒曜石製石器，礫

といった総数29点の遺物が発見された．農学部実験実習

棟地点では，続縄文文化末期の土坑20基，炉址6基，擦

文文化前期～後期の竪穴住居址4基などとともに，続縄

文土器片（後北C2-D式，北大式），擦文土器片，黒曜石

製石器，礫などを確認した．続縄文文化末期の土坑の多

くは，平面形が円形（直径1m），深さ約0.4m～0.8mの

規模であった．一部の土坑の覆土からは，拳大もしくは

人頭大の礫が出土し，それらは土壙墓と考えた．

（守屋)

2．調査の概要

平成27年度，旧留学生センター建物の改修工事が計画

され，協議をおこなった．工事予定地の内，一部（冷媒

配管部分：地表下約1mの深さまで掘削）は，平成5年

の調査後，建物が建てられた留学生センター地点と重複

し，その他（室外機基礎設置部分：地表下約0.9mの深

さまで掘削）は，留学生センター地点の南側に隣接して

Ⅱ-3 K39遺跡旧留学生センター改修地点の調査 -46 47

図32 旧留学生センター改修地点の発掘調査位置



いた．北海道大学埋蔵文化財調査センター運営委員会の

調査専門部会において，工事内容に対する埋蔵文化財の

取り扱いが審議された．その結果，冷媒配管部分などに

ついては立会調査が必要とされ，室外機基礎設置部分で

は，留学生センター地点で確認された遺物包含層が広

がっている可能性が高いことから，試掘調査が必要と判

断された．

試掘調査では，東西二か所に分かれる室外機基礎設置

図33 旧留学生センター改修地点発掘調査範囲の平面図及びセクション図



部分に対して，西側基礎設置部分で試掘坑1基（TP01：

縦2.5m×横1m×深さ1.4m），東側基礎設置部分で試

掘坑2基（TP02およびTP03：縦2.5m×横1m×深

さ1m）を設定し，旧地形，地層の堆積状態，遺構・遺物

の有無を確認した．

東側基礎設置部分での試掘調査では，地表下約0.5m

の深さで続縄文文化末期の土器片1点，礫6点が黒色粘

土質シルト層から発見された一方，西側基礎設置部分で

は，旧地形がとらえられたが，遺構・遺物は確認されな

かった．

試掘調査の結果に基づいて，北海道大学埋蔵文化財調

査センター運営委員会の調査専門部会が取り扱いを検討

した結果，遺構・遺物が発見された東側基礎設置部分に

対しては，建物建設の工事予定位置が変更しない限り発

掘調査が必要との所見が示され，西側基礎設置部分に対

しては慎重工事による対応が必要との所見が示された．

工事関係者がその所見を受けて工事計画の再検討をおこ

なったが，東側基礎設置部分の工事予定位置および範囲

は変更できないとのことであった．それらの経緯から，

平成27年９月24日～10月９日までの期間，東側基礎設

置部分（約31m）で発掘調査を実施した．

発掘調査範囲では，構内全域を経緯に区分したメッ

シュにそって基本グリットを設定し，調査を実施した．

基本グリットは5m四方の範囲を大グリット，それを25

分割した1m四方を中グリット，中グリットを4分割し

た小グリットを設定した（基準点はグリットの左下であ

る）．

発掘調査では，重機によって調査対象範囲内の表土を

取り除いた後，人力によって掘削をおこなった．調査対

象範囲と調査対象外の境界線に沿って幅60cmのトレ

ンチを設定して，速やかな土層堆積の把握や，留学生セ

ンター地点（吉崎編1995）でとらえられた地層堆積との

対比をおこなった．確認した遺構・遺物は発見状態を観

察，写真撮影して，測量基準点と光波測距儀とによって

座標をとらえて，分布状態や位置を記録した．調査範囲

や各遺構の土層堆積は，基準標高を水糸で設定して，手

取りで測り，断面図を作成した．出土状態の調査や記録

をおこなった後，埋め戻して現地調査を終了した．

調査の結果，後述するように2a層から，遺構として土

坑1基を確認し，遺物として続縄文土器片，礫，琥珀片

の総数19点を確認した（図33，35）．

（守屋)

3．層序

本地点における地層は，調査をおこなった範囲で大き

く5枚に区分され，基本層序として算用数字で示した．

上位から1層～5層と表記する（図33，表16）．

1層は客土である．2層は，2a1層，2a2層，2b層，2c

層に細分できた．2a1層は，黒色の粘土質シルト層で，窪

地内に堆積していた．2a1層からは，続縄文土器片，礫が

発見された．2a2層は，黒褐色もしくは褐色の粘土質シル

ト層で，窪地内にだけみられた．2b層は褐色もしくはに

ぶい黄褐色の粘土質シルト層である．2c層は，褐色の砂

質シルト層で窪地部分において傾斜堆積していた．3層

は，褐色の粘土質シルト層，4層は灰黄褐色の粘土質シル

ト層，5層は，にぶい黄褐色の砂質シルト層である．2a層

は標準層序の 層対応，2b層～5層は，標準層序の 層

に対応すると考える．

また，発掘調査の範囲内では，溝状の窪地を確認した．

南東から北西方向に傾斜する窪地内では，基本層序2層

～基本層序5層が落ち込んでいる状態を断面観察でとら

えた．そのことから，窪地は遺構ではなく，旧地形と判

断した．基本層序5層より下位に埋没河道が存在する可

能性が高い．

（守屋)

4．遺構

本地点では，基本層序2b層を掘り込んだ土坑1基を

確認した．以下では，遺構の説明をおこなう．

表16 旧留学生センター改修地点基本層序観察表

遺構名 層名 色相 土色 土性 粘性 しまり 混入物など

1 客土

2a1 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 中 中

2a2 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 中 やや強

2b 10YR4/4 褐色 粘土質シルト やや強 やや強

2c 10YR4/4 褐色 砂質シルト 弱 やや強

3 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 中 中

4 10YR6/2 灰黄褐色 粘土質シルト やや強 やや弱 細砂を挟む．

5 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト やや弱 やや弱
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⑴ 土坑

a．第1号土坑（PIT01）

PIT 01は，調査範囲中央部において基本層序2b層直

上で確認した．全体の約半分が留学生センター建設工事

の際に削平されていた．平面は，長軸1m以上，短軸約

1mの楕円形と推定する．PIT 01にみられた土層は覆土

1層だけで，その層では黒色粒子，砂粒が含まれていた．

PIT 01の覆土1層の上位には，基本層序2a1層，2a2層

が堆積していた．覆土からは，礫11点（安山岩8点：

262.19g，砂岩2点：42.36g，レキ岩1点40.54g），琥

珀片1点（重量計測不可）が発見された．図35：1～3に

主要な遺物を図示した．琥珀片については，発見時は小

玉状であったが，取り上げ時に粉々となってしまい，図

示できなかった．PIT 01は，平面の規模が1m以上であ

ること，礫および琥珀片が覆土内で発見されたことから，

続縄文文化末期の墓壙と推定する．

（守屋)

5．遺物

遺構以外の調査範囲では，総数7点（130.52g）の遺物

が発見された．その内訳は，遺構外出土土器が1点（21.74

g），遺構外出土礫が6点（108.78g）である．

図34 旧留学生センター改修地点PIT01の平面図及びセクション図

表17 旧留学生センター改修地点PIT01土層観察表

遺構名 層名 色相 土色 土性 粘性 しまり 混入物など

PIT 01 覆土1 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 中 やや強 直上に礫を含む．砂粒，褐色粒子，黒色粒子を含む．

基2a1 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 中 中 φ0.5cmの褐色粒子を含む．

基2a2 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 中 中 φ0.3cmの黒色粒子を含む．

基2b 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 中 やや強

基2c 10YR4/4 褐色 砂質シルト やや弱 中

基3 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 中 中



⑴ 土器

遺構外で出土した土器片は，続縄文文化末期の北大式

土器で，深鉢の口縁部片である（図35-4）．外面には，横

位および縦位の微隆起線文がみられる．上端には，円形

刺突文列を確認した．内面は横位のナデ調整がされてい

る．

⑵ 礫

遺構外で出土した礫は，6点（108.78g）である．図35-5

の礫は，安山岩である．

6．まとめ

本地点の調査によって，北大式期の地点の広がりがさ

らに明らかとなったといえる．

構内全体を俯瞰すると，北大式期の地点は構内南半分

に確認される傾向がある．北大式期の地点として，現在，

旧留学生センター地点を除く8つの地点がある．それら

は，K39遺跡工学部共用実験研究棟地点（小杉他編2011

a），K39遺跡ポプラ並木東地区地点（吉崎・岡田編

1987），K39遺跡畜産製造実習室新営工事地点（小杉他編

2011b），K39遺跡付属図書館本館再生整備地点（小杉他

編2012），K39遺跡農学部実験実習棟地点（小杉他編

2016），K39遺跡学術交流会館地点（吉崎・岡田編1987），

K39遺跡留学生センター地点（吉崎編1995），C44遺跡

植物園収蔵庫地点（小杉他編2011b）である．サクシュコ

トニ川およびセロンぺツ川の中流域から上流域で，北大

式期の地点がみられる一方，両河川の下流域（構内の北

半分）では発見されていない．

本地点で出土した琥珀片は，特記事項に挙げられる．

構内では，K39遺跡人文・社会科学総合教育研究棟地点

（小杉他編2004）で続縄文文化前半の琥珀製臼玉4点が

出土し，K39遺跡付属図書館本館再生整備地点第1号竪

穴住居址（約8世紀），K39遺跡エルムトンネル地点6a

層（約10世紀前半）では，擦文文化の集落址で琥珀製品

が発見された（小杉他編2012，藤井編2001）．北大式期

の事例はほとんど確認されていなかったが，本発掘調査

によって，構内における続縄文文化～擦文文化の琥珀利

用の実態がより明らかとなった．

（守屋)

図35 旧留学生センター改修地点出土遺物の実測図及び拓影図

表18 旧留学生センター改修地点PIT01出土礫観察表

挿図
番号

遺物
番号

層位 グリッド 石材
最大長
（mm)

最大幅
（mm)

最大厚
（mm)

重量
（g)

被熱 遺存状態
写真
番号

備考

35-1 9 PIT 01 覆土1層 180-27 安山岩 44.0 42.0 16.0 43.08 無し 完形 10-1

35-2 8 PIT 01 覆土1層 180-27 安山岩 34.0 33.0 11.0 16.86 無し 完形 10-2

35-3 15 PIT 01 覆土1層 180-27 安山岩 42.0 54.0 14.0 44.31 無し 完形 10-3

表19 旧留学生センター改修地点遺構外出土土器観察表

器面調整挿図

番号

接合

番号
器種 部位

器高

（cm)

口径

（cm)

底径

（cm)

重量

（g)
時期 層位・グリッド 遺物番号

写真

番号
備考

外面 内面

35-4 － 甕 胴部 － － － 21.7 穿孔

微隆起線文（4条）

磨滅 続縄文

（北大)

基2a1層

180-27

7 10-4

表20 旧留学生センター改修地点遺構外出土礫観察表

挿図
番号

遺物
番号

層位 グリッド 石材
最大長
（mm)

最大幅
（mm)

最大厚
（mm)

重量
（g)

被熱 遺存状態
写真
番号

備考

35-5 3 基2a1層 180-27 安山岩 29.0 46.0 14.0 25.13 無し 完形 10-5

Ⅱ-3 K39遺跡旧留学生センター改修地点の調査 -50 51



 

A．調査状況（遠景：南東より） B．PIT 01（礫出土状態：東より）

C．PIT 01（完掘状況：北より） D．窪地（断面：北より）

E．窪地（完掘状況：北西より） F．調査範囲（完掘状況：南東より）

写真11 旧留学生センター改修地点の調査

写真10 旧留学生センター改修地点の出土遺物



第Ⅲ章 試掘・立会調査の成果

Ⅲ-１ 試掘・立会調査で確認された
層序

1．層序

平成27（2015）年度，北海道大学埋蔵文化財調査セン

ターでは，表1に示したように，札幌キャンパス内各地

で本発掘調査や試掘調査，立会調査を実施し，多くの土

層断面の観察・記録をおこなってきた．その結果，北大

構内における地形発達や堆積物の堆積過程に関して，新

たな知見を加えることができた．以下では，試掘調査に

よって記録された4個所の土層をK39遺跡ゲスト・ハ

ウス地点の調査成果をもとに設定された「北大構内標準

層序」（吉崎編1995）と対比し，その特徴を記載していく．

図36-1は，獣医学部渡り廊下設置工事に伴う試掘調査

（1503）で確認された層序である．現況は獣医学部総合研

究棟と動物医療センター間で，アスファルト舗装の道路

である．TP02では客土の下に，黄色褐色粘土質シルト

層，砂質シルトと粘土の互層（2層～3層），暗オリーブ

灰色細粒砂層，暗緑灰色粗粒砂層（4層～5層），黒褐色
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図36 構内試掘・立会調査セクション図



表21 北大構内試掘調査層序観察表

調査区名 層名 色相 土色 土性 粘性 しまり 備考

獣医学部渡り廊下
設置工事
（1503）TP02東
壁

1 客土．

2 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 中 やや強

3a 10YR5/6 黄褐色 砂質シルト やや弱 中

3b 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土 強 中 径0.5cmの黒色粒子含む．

3c 10YR4/6 褐色 砂質シルト 中 中

4 5GY4/1 暗オリーブ灰色 細粒砂 弱 やや強

5 7.5GY4/1 暗緑灰色 粗粒砂 弱 弱

6 7.5YR3/1 黒褐色 粘土 極強 中

7 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト やや強 弱

8 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 弱 強 多量の木，枝を含む．

札幌キャンパス避
難施設自家発電設
備工事
（1512）TP02北
壁

1 客土．

2 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト やや弱 やや強

3 10YR4/6 褐色 砂質シルト やや弱 中

4 10YR6/6 明黄褐色 粘土 中 中

5 10YR6/3 にぶい黄橙色 砂質シルト 中 中 炭化物状粒子を含む．

6 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土 中 中

7 10YR6/1 褐色 粘土質シルト やや強 中

8a 10YR5/1 褐色 粘土 極強 弱

8b 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト 弱 やや弱

9 2.5Y5/1 黄褐色 粘土 強 弱

10 7.5Y4/1 灰色 粘土 強 弱 酸化した植物片を含む．

11a 10YR4/1 灰色 粘土 強 弱

11b 10YR4/6 褐色 粗粒砂 弱 弱

11c 5Y4/1 灰色 粘土 強 弱 植物片（茎）を含む．

11d 5Y3/2 オリーブ黒色 粘土 強 弱 黒色粒子を含む．

12 5Y4/3 暗オリーブ色 粗粒砂 弱 弱

14a 7.5Y3/1 オリーブ黒色 粘土 極強 弱 2つの黒色帯を含む．

14b 10YR4/1 灰色 粘土 極強 弱

14c 5GY4/1 暗オリーブ灰色 粘土 極強 弱

15 5Y3/1 オリーブ黒色 粘土 極強 弱 泥炭状．

16 7.5YR4/1 灰色 粘土 強 弱

17 5Y3/1 オリーブ黒色 粘土 極強 弱

18 5Y4/1 灰色 粘土 極強 中

総合研究棟 （工
学系）新営工事
（1527）TP02西
壁

1 客土．

2a 10YR2/3 極暗赤褐色 泥炭 中 中 Ta-a含む．

2b 7.5YR2/3 極暗赤褐色 泥炭 中 中

3 2.5YR3/2 暗赤褐色 泥炭質粘土 強 やや弱

4 2.5YR3/4 暗赤褐色 泥炭 中 やや弱

5 5YR5/2 灰褐色 粘土 強 やや強

6 2.5YR3/2 暗赤褐色 泥炭質粘土 やや強 中

7 2.5YR4/2 灰赤色 粘土 強 やや強

8a 10R3/4 暗赤色 泥炭 中 中

8b 7.5YR3/4 暗赤色 泥炭 強 中

9 2.5YR4/2 灰赤色 粘土 強 強

10a 2.5YR3/4 暗赤褐色 泥炭 中 中

10b 10R2/3 極暗赤褐色 泥炭 やや弱 やや強

総合研究棟 （工
学系）新営工事
（1527）TP14東
壁

1 客土．

2 2.5YR5/1 黄褐色 粘土 強 強

3 2.5YR4/1 オリーブ褐色 シルト 強 中

4a 10YR2/1 黒色 粘土 強 強

4b 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 強 強

4c 10YR2/1 黒色 粘土 強 強

5 10YR6/4 黄橙色 粘土 やや強 やや強

6 10YR2/2 黒褐色 粘土 やや強 やや強

7 10YR6/4 黄橙色 粘土 やや強 やや強

8a 7.5YR5/3 にぶい褐色 細粒砂 弱 やや弱

8b 10YR3/1 黒褐色 細粒砂 中 やや弱

8c 7.5YR5/3 にぶい褐色 細粒砂 弱 やや弱

8d 10YR3/1 黒褐色 細粒砂 中 やや弱

8e 7.5YR5/3 にぶい褐色 細粒砂 弱 やや弱

9a 2.5YR4/1 黄灰色 極細粒砂 やや強 やや弱

9b 10YR2/1 黒色 極細粒砂 強 やや弱

9c 10YR4/1 褐灰色 極細粒砂 強 弱

10 7.5YR5/2 灰褐色 細粒砂 中 弱



粘土層，灰黄褐色粘土質シルト層，枝木を含む暗褐色粘

土質シルト層（6層～8層）が確認できた．標準層序と対

比するならば，2層から3層は 層，6層から8層は 層

と 層に対比でき，4層から5層の砂層は規模の大きな

氾濫によってもたらされた堆積物と考えられる．図36-2

は，札幌キャンパス避難施設自家発電設備工事に伴う試

掘調査（1512）で確認された層序である．場所は第一体

育館の北東側にあたり，現況は草地である．TP02では

客土の下に，黒褐色粘土質シルト層（2層），褐色や黄褐

色の砂質シルト層や粘土層（3層～9層），灰色やオリー

ブ黒色の粘土層の間に粗粒砂層（10層～18層）が確認で

きた．標準土層と対比するならば，2層は 層，3層から

5層は 層と対応できたが，8層から18層については標

準層序との対応を明らかにできなかった． 層から 層

のいずれかに対応できると推測する．図36-3と図36-4

は，総合研究棟 （工学系）新営工事に伴う試掘調査

（1527）で確認された層序である．場所は工学部H棟を取

り壊した跡地にあたる．TP02では客土の下に，極暗赤

褐色泥炭層（2層），暗赤褐色泥炭と灰赤色粘土の互層（3

層～10層）が確認できた．互層の堆積から埋没河道と考

えられる．2層の上部にはTa-a火山灰が含まれるため，

擦文文化からアイヌ文化期にかけて河道の湿地化と埋没

が進行していったと考えられる．同様の堆積層は調査区

西側のTP01，TP03，TP04，TP05，TP06，TP08か

らも確認できた．TP14では客土の下に，黄褐色粘土層

（2層），オリーブ褐色シルト層（3層），黒色と黄褐色粘

土の互層（4層），黄橙色と黒褐色粘土の互層（5層～7

層），細粒や極細粒砂層（8層～10層）が確認できた．標

準土層と対比するならば，2層から3層は 層，4層は

層，5層から10層は 層に対比ができると考えられる．

調査区東側では縄文文化から続縄文文化，擦文文化にか

けての土層が安定して残され，河道はこれらの土層を侵

食して形成されたと考えられる．

Ⅲ-２ 2015年度試掘・立会調査の結果

a．総合研究棟（医学系）改修工事（1501）

302m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．

地表下約0.7～1.5mの深さまで掘削され，玄関前にて

地表下約1.3mから黒褐色土を確認した以外はすべて

客土の範囲内であった．遺物・遺構は検出されなかった．

b．工学部屋外ガス管修理工事（1502）

78m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．地

表下約1.5～1.7mの深さまで掘削され，すべて客土の

範囲内であった．

c．獣医学部渡り廊下設置工事（1503）

101m の工事予定地内で，平面約2.4m×1.1m，地表

下約2.7～3.0mの試掘坑を2箇所設定し，試掘調査を

実施した．各試掘坑では，地表下0.7mまでが客土で，

その下から黄色褐色粘土質シルト層，砂質シルトと粘土

の互層，暗オリーブ灰色細粒砂層，暗緑灰色粗粒砂層（標

準層序 層対応），黒褐色粘土層，灰黄褐色粘土質シルト

層，枝木を含む暗褐色粘土質シルト層（標準層序 層，

層対応）が確認できた．遺物・遺構は検出されなかった．

d．保育園ポプラ土壌入替工事（1504）

7m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．地

表下約1.0～1.1mの深さまで掘削され，0.5～0.7mま

でが客土で，その下から灰黄色粘土質シルト層，褐色粘

土層，暗青灰色粘土層が確認できた．遺物・遺構は検出

されなかった．

e．情報基盤センター北館自家発電設備工事（1505）

30m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．地

表下0.6～0.7mの深さまで掘削され，地表下0.6mま

でが客土で，その下からにぶい黄色シルト層が確認でき

た．遺物・遺構は検出されなかった．

f．局長宿舎屋外ガス設備工事（1506）

13m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．地

表下2.0mの深さまで掘削され，地表下1.5mまでが客

土で，その下から砂質シルト層が確認できた．遺物・遺

構は検出されなかった．

g．アイソトープ総合センター外灯設備工事（1507）

17m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．地

表下約1.3mの深さまで掘削され，すべて客土の範囲内

であった．

h．アイソトープ総合センター環境整備工事（1508）

155m の工事予定地内に関して，立会調査を実施し

た．地表下約0.8mの深さまで掘削され，すべて客土の

範囲内であった．

i．野球場屋外給水管修理工事（1509）

18.6m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．

グラウンド東側では地表下約1.4mの深さまで掘削さ

れた．地表下0.4mまでが客土で，その下からにぶい黄

橙色粘土層，明褐色砂層，灰白色粘土層，黒褐色粘土層，灰

白色粘土層，浅黄橙色粘土層が確認できた．遺物・遺構

は検出されなかった．グラウンド北側では地表下約1.2

mの深さまで掘削され，すべて客土の範囲内であった．
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j．事務局本館屋外排水設備その他工事（1510）

117m の工事予定地内で，平面約1.0m×2.0m，深さ

約1.4～2.1mの試掘坑を10箇所設定し，試掘調査を実

施した．TP01，TP03，TP05，TP06，TP07，TP10

では，地表下約0.5～0.7mまでが客土で，その下から褐

色シルト層，褐色・暗赤褐色極細粒砂層，暗赤褐色細粒

～中粒砂層が確認できた．それ以外の試掘坑はすべて客

土の範囲内であった．TP03では，地表下0.5～0.9mの

深さから竪穴住居址と擦文土器を検出した．本工事箇所

に関しては，本発掘調査（本報告書第１部第 章2）を行

うこととなった．

k．事務局非常用自家発電設備設置工事（1511）

196m の工事予定地内で，平面約3.0m×3.0m，深さ

約1.8mの試掘坑を1箇所，平面約1.5m×1.0m，深さ

約1.5mの試掘坑を4箇所設定し，試掘調査を実施し

た．TP01，TP02，TP03，TP04では，地表下約0.8～1.3

mまでが客土で，その下から黒褐色シルト層，にぶい黄褐

色シルト層，明黄褐色シルト層，中～粗粒砂層，粘土層が

確認できた．TP05は客土の範囲内であった．TP04では，

擦文土器と土坑を検出した．本工事箇所に関しては，本

発掘調査（本報告書第１部第 章1）を行うこととなった．

l．札幌キャンパス避難施設自家発電設備工事（1512）

240m の工事予定地内に関して，試掘調査と立会調査

を実施した．試掘調査は，タンク設置予定地に平面約2.4

m×1.1m，深さ約2.5～3.7mの試掘坑を4箇所設定し

調査を実施した．各試掘坑では，地表下約0.7～0.9mま

図37 構内試掘・立会調査位置図⑴



でが客土で，その下から黒色粘土質シルト層（標準層序

層対応），褐色粘土質シルト層，砂質シルト層（標準層

序 層対応），褐灰色粘土層，灰色粘土層，オリーブ黒色

粘土層（標準層序 層～ 層対応）が確認できた．立会

調査はガス管等設置工事予定地の169m で実施した．地

表下約0.8～1.5mの深さまで掘削され，発電機設置箇

所では，地表下0.9mまでが客土で，その下から黒褐色

土，明黄褐色砂層，にぶい黄橙色砂質シルト層が確認で

きた．ガス管箇所では，地表下0.8mまでが客土で，そ

の下から黒色シルト質粘土層，明青灰色シルト質粘土層

が確認できた．遺物・遺構は検出されなかった．

m．病院第一外来駐車場土壌入替工事（1513）

1.1m の工事予定地に関して，緊急に立会調査を実施

した．地表下約0.5mの深さまで掘削され，すべて客土

の範囲内であった．

n．旧留学生センター改修工事（1514）

69m の工事予定地に関して，試掘調査と立会調査を

実施した．試掘調査は，室外機等基礎設置予定地に平面

約2.5m×1.0m，深さ約0.9～1.1mの試掘坑を3箇所

設定し調査を実施した．各試掘坑では，地表下約0.6～

0.8mの深さまでが客土で，その下から明黄褐色シルト

層，にぶい黄褐色砂層が確認できた．TP02，TP03では，

続縄文土器と溝を検出した．本工事箇所に関しては，本

発掘調査（本報告書第１部第 章3）を行うこととなっ

た．立会調査は，排水管設置予定地の13m で実施した．

地表下約0.9～1.1mの深さまで掘削され，すべて客土

の範囲内であった．

o．札幌キャンパス避難施設水槽設置その他工事（1515）

260m の工事予定地内に関して，試掘調査と立会調査

を実施した．試掘調査は，水槽設置等予定地に平面約2.0

m×1.0m，深さ約1.0～1.9mの試掘坑を8箇所設定し

調査を実施した．TP03，TP07，TP08では，すべて客

土の範囲内であった．TP01，TP02，TP04～TP06で

は，地表下約0.7～1.0mまでが客土で，その下から黒色

粘土質シルト層（標準層序 層対応），褐色粘土質シルト

層，細粒砂層，砂質シルト層，粘土質シルト層（標準層

序 層対応）が確認できた．立会調査は，既存煙突撤去

予定地の149m で実施した．地表下約2.0mの深さま

で掘削され，すべて客土の範囲内であった．遺物・遺構

は検出されなかった．

p．札幌キャンパス災害用備蓄倉庫新営工事（1516）

336m の工事予定地内で，平面約2.0m×1.0m，深さ

図38 構内試掘・立会調査位置図⑵
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約1.6～1.9mの試掘坑を9箇所設定し，試掘調査を実

施した．TP02はすべて客土の範囲内であったが，その

他の試掘坑では，地表下0.7～1.2mまでが客土で，その

下から褐色粘土質シルト層，黄褐色粘土層（標準層序

層対応），灰黄褐色やにぶい黄褐色粘土層（標準層序 層

対応），粘土質シルト層（標準層序 層対応）が確認でき

た．遺物・遺構は検出されなかった．

q．管理棟新営工事（1517）

649.5m の工事予定地内で，平面約2.0m×2.0m，深

さ約1.9～2.1mの試掘坑を8箇所設定し，試掘調査を

実施した．各試掘坑では，地表下約1.0mまでが客土で，

その下から黒色シルト層，褐色シルト層，暗赤褐色砂層，

明褐色砂質シルト層（標準層序 層対応），暗褐色粘土層，

にぶい褐色粘土質シルト層，明褐色シルト層，黒褐色粘

図39 構内試掘・立会調査位置図⑶



土層（標準層序 層対応），赤褐色シルト質砂層が確認で

きた．遺構は，TP04とTP06でそれぞれ土坑1基，

TP05で竪穴住居址1基を検出し，遺物は，TP05と

TP07から擦文土器と石器が出土した．本工事予定地に

関しては，本発掘調査を2016年度に行うこととなった．

r．獣医学部入構ゲート設置工事（1518）

82m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．地

表下約1.0mの深さまで掘削され，地表下0.5～0.7m

までが客土で，その下から黒色粘土質シルト層，褐灰色

粘土質シルト層，褐色粗粒砂層が確認できた．遺物・遺

構は検出されなかった．

s．アイソトープ総合センター新営機械設備工事（1519）

89m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．地

表下約0.9mの深さまで掘削され，すべて客土の範囲内

であった．

t．工学部地熱設備工事（1520）

15m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．地

表下約0.8mの深さまで掘削され，すべて客土の範囲内

であった．

u．札幌キャンパス避難施設新営工事（1521）

992m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．

地表下約1.1～1.4mの深さまで掘削され，地表下約

0.9～1.0mまでが客土で，その下から黒色シルト層，黒

褐色シルト層，黄橙色砂質シルト層が確認できた．遺物・

遺構は検出されなかった．

v．事務局本館樹木移植工事（1523）

28m の工事予定地内に関して，試掘調査と立会調査

を実施した．試掘調査は，移植予定地に平面約1.0m×

1.0m，深さ約1.3mの試掘坑を2箇所設定し調査を実

施した．各試掘坑では，地表下約0.4mまでが客土で，

その下から褐色や暗赤褐色の砂，砂質シルトの層が確認

できた．立会調査は，既存樹木撤去予定地の14m で実施

した．地表下約0.6mの深さまで掘削され，すべて客土

の範囲内であった．遺物・遺構は検出されなかった．

w．モデルバーンフェンス改修工事（1524）

3.1m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．

地表下約0.6～0.8mの深さまで掘削され，すべて客土

の範囲内であった．

x．保育園ポプラ暖房用オイル配管工事（1525）

2m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．地

表下約0.2mの深さまで掘削され，すべて客土の範囲内

であった．

y．陸上競技場フェンス改修工事（1526）

23.6m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．

地表下約0.6～0.8mの深さまで掘削され，すべて客土

の範囲内であった．

z．総合研究棟 （工学系）新営工事（1527）

2,963m の工事予定地内で，平面約4.0m×4.0m，深

さ約4.0mの試掘坑を14箇所，平面約1.0m×2.0m，

深さ約2.0mの試掘坑を3箇所設定し，試掘調査を実施

した．TP01～TP06，TP08では，地表下約2.0～2.5m

までが客土で，その下から主に赤褐色の泥炭と粘土の互

層が確認できた．堆積状況から埋没河道と考えられる．

TP07，TP11～TP15，TP17，TP18では，地表下約

1.0～1.6mまでが客土で，その下から暗赤褐色極細粒砂

層，褐色・灰褐色の粘土と黒色・黒褐色の粘土の互層，

にぶい褐色の細粒砂層が確認できた．TP19はすべて客

土の範囲内であった．遺物・遺構は検出されなかった．

aa．大学病院管理棟屋外排水設備工事（1528）

6m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．地

表下約0.9～1.4mの深さまで掘削され，すべて客土の

範囲内であった．

ab．獣医学研究科大動物実験研究施設新営工事（1529）

1,801m の工事予定地内で，平面約2.4m×2.0m，深

さ約1.5～3.0mの試掘坑を27箇所設定し，試掘調査を

実施した．TP21はすべて客土の範囲内であったが，そ

の他の各試掘坑では，地表下約1.0mまでが客土で，そ

の下から粘土質シルト層，砂質シルト層もしくは細粒砂

層（標準層序 層対応），灰色粘土層，黒色粘土質シルト

層，灰色粘土層（標準層序 層～ 層対応）が確認でき

た．TP10，TP14～16，TP19～25，TP27，TP28で

は，谷状の落ち込みを確認したため埋没河道と考えた．

遺構はTP25から柱穴址1基を検出し，遺物はTP17の

粘土質シルト層から擦文土器42点が出土した．本工事予

定地に関しては，本発掘調査を2016年度に行うことと

なった．

ac．農学部北側圃場外線工事（1530）

5m の工事予定地に関して，立会調査を実施した．地

表下約1.6～2.0mの深さまで掘削され，地表下約0.2

mまでが客土で，その下から褐色粘土質シルト層，砂礫

層，粘土質シルト層，砂と粘土の互層，砂礫層，灰白色

粘土層，青灰色粘土層が確認できた．遺物・遺構は検出

されなかった．

ad．札幌キャンパス太陽光外灯設置工事（1531）

6m の工事予定地の内4.8m に関して，立会調査を

実施した．創成科学研究棟東側では，地表下約1.1mの

深さまで掘削され，地表下約0.8mまでが客土で，その

下から黄褐色砂層が確認できた．それ以外の工事箇所で

は，すべて客土の範囲内であった．遺物・遺構は検出さ

れなかった． （本山)
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A．獣医学部渡り廊下設置工事調査箇所（北西から)
1503

B．獣医学部渡り廊下設置工事 TP02 東壁 1503

D．札幌キャンパス避難施設水槽設置その他工事

TP06 西壁 1515
C．札幌キャンパス避難施設自家発電設備工事

TP02 北壁 1512

E．総合研究棟 （工学系）新営工事調査箇所（南
西から）1527

F．総合研究棟 （工学系）新営工事 TP02 西壁
1527

G．総合研究棟 （工学系）新営工事 TP14 東壁
1527

写真12 2015年度調査の状況
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２-１ 調査活動

1．緊急調査－本発掘・試掘・立会調査及び慎重工事

平成27年度に札幌キャンパス内では，本発掘調査3

件，試掘調査11件，立会調査23件，慎重工事4件が行

われた．本発掘調査に関しては本報告書 章，試掘・立

会調査に関しては 章に詳しくまとめられている．

2．計画調査－基盤情報整備

平成27年4月からの5年間を第一次計画調査期間と

して，その第１年目にあたる平成27年度は，次年度より

実際に行う計画的な発掘調査のための基盤情報の整備に

着手した．基盤情報の整備では，昭和55年度～平成26年

度までの調査活動によって得られた各種データ（遺構・

遺物の種類・位置情報，地層の堆積状態，埋没河道の位

置・広がり，既調査深度など）をキャンパス地図（図40）

に関連付けて，データ類の一元的検索システムの構築を

進めている．埋没河道の位置と遺跡の分布密度とを考慮

して，キャンパス内をAゾーン，Bゾーンに区分した中

間的な成果を踏まえて，次年度以降の計画調査の実施場

所の選定を進めている．

２-２ 教育普及活動

1．北海道大学埋蔵文化財調査センター展示室

a．常設展示

2015年4月から展示室を常時一般開放した．開館時間

は午前9時から午後4時30分まで，休館日は毎週土曜・

日曜日，年末年始（12月29日～1月3日），祝日である．

入館料は無料となっている．

2．企画展示

a．第1回企画展示「埋文センターに至る30年の歩み」

開催期間：平成27年7月27日～平成27年9月25日

（土日祝日を除く42日間）

入場者数：359人

1980年に設立された北海道大学埋蔵文化財調査室は，

2015年4月から学内共同施設（特定業務施設）となり，

名称も北海道大学埋蔵文化財調査センターと改めた．そ

の新たなスタートを記念して，これまでに北大キャンパ

スで行われた60件余りに及ぶ調査を，当時の調査風景写

真パネルや出土遺物を展示した．

展示物：土器19点（中央道路応用電気研究所前地点9

点，ポプラ並木東地点1点，恵迪寮地点4点，附属図書

館再生整備地点3点，工学部共用実験棟地点1点，学生

部体育館地点1点），石器14点（ポプラ並木東地点1点，

工学部共用実験棟地点13点），恵迪寮地点出土土製品2

点，ポプラ並木東地点出土ガラス玉3点，ポプラ並木東

地点出土平玉1点，恵迪寮地点出土木製品2点，恵迪寮

地点出土骨製品1点，恵迪寮地点出土自然遺物5点，パ

ネル19枚

b．第2回企画展示「道内出土の受け口付き土器」

開催期間：平成27年10月 5日～平成 27年 12月 11

日（土日祝日を除く47日間）

入場者数：477人

K39遺跡農学部実験実習棟地点や恵迪寮地点等で出

土した「受け口付き土器」を，恵庭市や千歳市，札幌市

の出土資料とともに紹介し，その使用方法などを説明し

た．資料の借用には恵庭市教育委員会，札幌市教育委員

会，千歳市教育委員会，（公財）北海道埋蔵文化財調査セ

ンターのご協力をいただいた．

展示物：土器4点（恵迪寮地点1点，農学部実験実習棟

地点2点，薬学部校舎改修工事予定地1点），農学部実験

写真13 展示室の様子

表22 常設展示資料一覧表
展示場所 展示内容 展示物

ケース1 縄文文化晩期
・続縄文文化

土器11点，石器33点，パネル1点

ケース2 続縄文文化 土器7点，石器84点，パネル1点

ケース3 続縄文文化 土器15点，石器66点，パネル2点

ケース4 続縄文文化 屋外炉址（剥ぎ取り）

ケース5 擦文文化 土器31点，石器16点，土製品1点，パネル1点

ケース6 擦文文化 土器10点，石器26点，土製品9点，石製品10点，
鉄製品2点，骨製品1点，木製品6点，自然遺物12
点，パネル8点

ケース7 擦文文化 土器29点，鉄製品1点，パネル7点

ケース8 アイヌ文化
・近現代

木製品4点，陶磁器13点，ガラス製品15点，パネ
ル2点

ケース9 企画展示 ※下記参照
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実習棟地点出土自然遺物2点，パネル16点，借用資料4

点（恵庭市教育委員会所蔵土器1点，札幌市教育委員会

所蔵土器1点，千歳市教育委員会所蔵土器1点，（公財）

北海道埋蔵文化財センター所蔵土器1点）

c．第3回企画展示「平成27年度北海道大学埋蔵文化

財調査センター調査成果速報展」

開催期間：平成28年2月8日～平成28年3月31日

（土日祝日を除く42日間）

入場者数：151人

平成27年度に行った本発掘調査や試掘調査で得られ

た遺物等を紹介した．事務局非常用自家発電設備設置地

点からは紡錘車を展示し，イラストを用いて使用方法を

わかりやすく解説するなどした．

展示物：土器25点（事務局非常用自家発電設備設置地点

7点，事務局本館屋外排水設備地点9点，平成27年度旧

留学生センター地点1点，平成5年度旧留学生センター

地点2点，獣医学研究科大動物実験施設地点2点，管理

棟地点1点，ポプラ並木東地点1点，農学部実験実習棟

地点1点，薬学部校舎改修工事予定地1点），石器13点

（事務局非常用自家発電設備設置地点3点，平成27年度

旧留学生センター地点6点，平成5年度旧留学生セン

ター地点1点，管理棟地点3点），事務局非常用自家発電

設備設置地点出土土製品1点，平成27年度旧留学生セン

ター地点出土石製品5点，陶磁器5点（中講堂地点4点，

事務局本館屋外排水設備地点1点），中講堂地点出土ガラ

ス製品4点，パネル15点

3．北海道大学埋蔵文化財調査センターニュースレ

ター

平成19年から発刊している刊行物で，内容は北海道大

学キャンパス内での発掘調査等を通じて得られた知見を

もとにした特集記事や，主催行事の案内を掲載している．

平成27年度から「北海道大学埋蔵文化財調査センター

ニュースレター」と名称を変更し，本年度は3つを発行

した．第21号は，「埋蔵文化財調査センターの開設にあ

たって」（平成27年7月発行）と題し，調査センターの

活動内容を紹介した．第22号では，「特集 受け口付き

土器」（平成27年9月発行）と題し，北大キャンパス内

の遺跡から出土した資料を周辺遺跡の類似資料とともに

紹介した．第23号では，「特集 河川の考古学」（平成28

年3月発行）と題し，発掘調査で発見される埋没河道に

ついて紹介した．

4．遺跡トレイルウォーク

平成21年から北海道大学キャンパス内にある遺跡の

周知を目的として，毎年2回，キャンパス内に設置した

サテライトサインをテーマに基づいて訪ねるトレイル

ウォークを開催している．平成27年度は第13回を7月，

第14回を10月に行った．第13回は「北大式土器を訪ね

て」と題し，北大キャンパス内にある続縄文文化の遺跡

を巡った．参加人数は65名であった．第14回は「メム

周辺の遺跡をめぐる」と題し，北大キャンパス内を流れ

るサクシュコトニ川とセロンペツ川の水源であったメム

と，発掘調査中の事務局非常用自家発電設備設置地点を

見学した．参加人数は83名であった．

5．調査成果報告会

北海道大学キャンパス内で各年度に行われた発掘調査

の成果を紹介し，合わせて考古学に関わる様々な分野の

専門家による特別講演を実施している．また，報告会の

内容をまとめた要旨集を作成し配布している．平成19年

度から数えて第8回目となった本年度は平成28年2月

20日（土）に以下の内容で開催し，参加人数は75名で

あった．

写真14 第13回トレイルウォークの様子

写真15 第8回調査成果報告会の様子



第1部（調査成果報告）

･「埋蔵文化財調査センターによる2015年度調査の概

要」

報告者 本山志郎

(北海道大学埋蔵文化財調査センター）

・「K39遺跡事務局非常用自家発電設備設置地点の調

査成果」

報告者 坂口 隆

(北海道大学埋蔵文化財調査センター）

･「K39遺跡事務局本館屋外排水設備地点の調査成

果」

報告者 髙倉 純

(北海道大学埋蔵文化財調査センター）

・「K39遺跡旧留学生センター地点の調査成果」

報告者 守屋豊人

(北海道大学埋蔵文化財調査センター）

第2部（特別講演）

・「擦文文化のカマド・支脚・甑」

講演者 柏木大延

(札幌市埋蔵文化財センター）

6．資料利用

a．資料掲載

・旭川市博物館 瀬川拓郎

『朝日新聞北海道版「北の文化」』 朝日新聞朝刊

資料：K39遺跡恵迪寮地点調査風景写真

日時：平成27年6月12日（金）

b．資料観察

・岩手大学教育学部 佐藤由紀男

続縄文時代の磨製石斧の研究，及び擦文土器の使用痕

研究のため．

資料：K39遺跡人文・社会科学総合教育研究棟地点出

土磨製石斧1点，K39遺跡恵迪寮地点出土擦文土器

74点，計75点

日時：平成27年9月3日（木）

c．資料貸出

・北海道大学大学院農学研究院 佐野雄三

「さっぽろサイエンスフェスティバル2015in北大」

「森林を研究してみよう ～樹木とキノコの魅力～」展

示ブース

資料：K39遺跡恵迪寮地点出土木製品2点

期間：平成27年12月18日～12月21日

d．資料説明

・放送大学学友会

「北海道大学構内の遺跡について」

場所：遺跡保存庭園

日時：平成27年5月19日（火）

・さっぽろ縄文探検隊

「北大構内の擦文遺跡について」

場所：北大構内

日時：平成27年10月25日（日）

7．その他刊行物

･北大埋蔵文化財調査センターパンフレット（5000部）

２-３ 統計・資料

1．入館データ

a．見学団体

･札幌アイヌ協会「北海道大学アイヌ民族と歩く北大周

辺歴史遺跡を巡るツアー」20名

日時：5月24日（日）

･北海道大学総合博物館「一般教育演習北大エコキャン

パスの自然と歴史」25名

日時：5月29日（金）

・札幌アイヌ協会「札幌市アイヌ文化体験講座」20名

日時：6月14日（日）

･NPO法人ねおす「ここいく放課後自然体験活動」13名

日時：6月16日（火）

・放送大学学友会「北大キャンパス散策」10名

日時：10月27日（火）

b．月別開館日数及び入館者数

2．組織・構成

a．埋蔵文化財運営員会

委員長 小杉 康（文学研究科 教授）

委員 三上 隆（副学長）

高瀬 克範（文学研究科 准教授）

増田 隆一（理学研究院 教授）

石川 達也（工学研究院 教授）

佐野 雄三（農学研究院 教授）

山本 正伸（地球環境科学研究院 准教授）

高橋 英樹（総合博物館 教授）

表23 月別開館日数及び入館者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 計

開館日数 21 18 22 22 21 19 21 19 19 19 20 22 144日

入館者数 3 62 70 100 207 178 295 177 35 19 31 34 915人

第2部 年次事業報告 -64 65



b．調査専門部会

部会長 小杉 康（文学研究科 教授）

部会員 高瀬 克範（文学研究科 准教授）

増田 隆一（理学研究院 教授）

石川 達也（工学研究院 教授）

佐野 雄三（農学研究院 教授）

山本 正伸（地球環境科学研究院 准教授）

高橋 英樹（総合博物館 教授）

c．北海道大学埋蔵文化財調査センタースタッフ

センター長 小杉 康（文学研究科 教授）

センター員 髙倉 純（助教）

守屋 豊人（助教）

坂口 隆（特定専門職員）

本山 志郎（特定専門職員）

山田 由美子（技能補助員）

百々 千鶴（技能補助員）

表24 受領刊行物一覧表⑴

［道内］

1．（公財）北海道埋蔵文化財センター 『（公財）北海道埋蔵文化財センター調査年報28平成27年度』

2．（公財）北海道埋蔵文化財センター 『（公財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第320集 木古内町新道4遺跡⑷』

3．（公財）北海道埋蔵文化財センター 『（公財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第321集 木古内町大平遺跡⑵ 第1分冊・第2分冊』

4．（公財）北海道埋蔵文化財センター 『（公財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第322集 厚真町ショロマ4遺跡』

5．（公財）北海道埋蔵文化財センター 『（公財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第323集 千歳市キウス3遺跡・キウス11遺跡』

6．（公財）北海道埋蔵文化財センター 『（公財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第324集 根室市トーサムポロ湖周辺竪穴群⑵』

7．（公財）北海道埋蔵文化財センター 『（公財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第325集 厚真町イクバンドユチクチセ3遺跡』

8．（公財）北海道埋蔵文化財センター 『（公財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第326集 厚真町富里3遺跡』

9．公益財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構 『木と生きる』

10．札幌市教育委員会 『市内遺跡発掘調査報告書7 平成26年度調査報告書』

11．札幌市教育委員会 『札幌市文化財調査報告書103 C551遺跡』

12．札幌市教育委員会 『丘珠縄文遺跡調査報告書1 H508遺跡』

13．恵庭市教育委員会 『北海道恵庭市発掘調査報告書 恵庭市内遺跡発掘調査等報告書1』

14．恵庭市教育委員会 『北海道恵庭市発掘調査報告書 柏木川7遺跡 』

15．恵庭市教育委員会 『北海道恵庭市発掘調査報告書 島松Bチャシ跡・島松沢8遺跡』

16．岩内町教育委員会 『岩内町東山1遺跡 』

17．厚真町教育委員会 『厚幌ダム建設事業に伴う埋蔵文化財調査報告書12 厚真町ショロマ1遺跡⑴』

18．厚真町教育委員会 『厚幌ダム建設事業に伴う埋蔵文化財調査報告書13 厚真町ショロマ2遺跡』

19．江別市郷土資料館 『江別市郷土資料館年報Vol.12』

20．浦幌町立博物館 『浦幌町立博物館紀要第15号』

21．稚内市教育委員会 『稚内市市内遺跡発掘調査等事業報告書⑴』

22．名寄市教育委員会 『名寄市文化財調査報告書 名寄市智東，天塩川掘削工事に伴う埋蔵文化財発掘調査』

23．名寄市教育委員会 『名寄市文化財調査報告書 名寄市智東，天塩川掘削工事に伴う埋蔵文化財発掘調査』

24．名寄市教育委員会 『名寄市文化財調査報告書 名寄市の遺跡』

25．名寄市教育委員会 『名寄市文化財調査報告書 日進2遺跡・日進31遺跡』

26．名寄市教育委員会 『名寄市文化財調査報告書 日進33遺跡』

27．名寄市教育委員会 『名寄市文化財調査報告書 智北4遺跡』

28．名寄市教育委員会 『名寄市文化財調査報告書 日進23遺跡』

29．名寄市教育委員会 『名寄市文化財調査報告書 日進19遺跡』

30．名寄市教育委員会 『名寄市文化財調査報告書 日進22遺跡・日進27遺跡』

31．名寄市教育委員会 『名寄市文化財調査報告書 智北6遺跡』

32．標茶町教育委員会 『元村遺跡発掘調査報告書』

33．標茶町郷土館 『標茶町郷土館報告第27号』

34．むかわ町教育委員会 『町内遺跡所在調査発掘調査報告書（ニサナイ1遺跡）』

35．中川町エコミュージアムセンター 『安平志内川右岸遺跡』

36．利尻町立博物館 『利尻研究（利尻町立博物館年報）第35号』

［道外］

37．弘前大学人文学部北日本考古学研究センター 『冷温帯地域の遺跡資源の保存活用促進プロジェクト研究報告書4』

38．弘前大学人文学部北日本考古学研究センター 『冷温帯地域の遺跡資源の保存活用促進プロジェクト研究報告書5』

39．南部町教育委員会 『南部氏関連城館シリーズ8 国史跡聖寿寺館跡発掘調査報告書』

40．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『年報平成26年度版』

41．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『紀要第34号』

42．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第631集 無量光院跡第26次・花立 遺跡第30次・花立 遺跡第24次発掘調査報告書』

43．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第632集 石田 ・ 遺跡発掘調査報告書 第1分冊・第2分冊』

44．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第633集 漆町遺跡発掘調査報告書 第1分冊・第2分冊』

45．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第634集 小野遺跡・町裏 遺跡・町裏 遺跡発掘調査報告書』

46．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第635集 野場 遺跡発掘調査報告書』

47．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第636集 中野遺跡発掘調査報告書』

48．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第637集 峯岸遺跡発掘調査報告書』

49．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第638集 花館跡発掘調査報告書』
50．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第639集 田の浜館跡発掘調査報告書』

3．受領刊行物一覧



表25 受領刊行物一覧表⑵

51．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第640集 間木戸 遺跡・間木戸 遺跡発掘調査報告書』

52．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第641集 津軽石大森遺跡発掘調査報告書』

53．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第642集 豊間根新田 遺跡発掘調査報告書』

54．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第643集 払川 遺跡・払川 遺跡発掘調査報告書』

55．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第644集 小成 遺跡発掘調査報告書』

56．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第645集 島越 遺跡・島越 遺跡・菅窪遺跡発掘調査報告書』

57．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第646集 外屋敷 遺跡発掘調査報告書』

58．（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第647集 平成26年度発掘調査報告書 南川尻遺跡 下向遺跡 沼袋 遺跡』

59．盛岡市遺跡の学び館 『平成25年度館報』

60．盛岡市遺跡の学び館 『第33回埋蔵文化財調査資料展』

61．東北大学埋蔵文化財調査室 『年次報告2013』

62．東北大学埋蔵文化財調査室 『東北大学埋蔵文化財調査室調査報告4 芦ノ口遺跡第9次調査 青葉山E遺跡第9次調査』

63．栃木県教育委員会 『栃木県埋蔵文化財調査報告第371集 栃木県埋蔵文化財保護行政年報37』

64．栃木県教育委員会 『栃木県埋蔵文化財調査報告第372集 栃木県重要遺跡現況確認調査報告書』

65．栃木県教育委員会 『栃木県埋蔵文化財調査報告第373集 市ノ塚遺跡』

66．栃木県教育委員会 『栃木県埋蔵文化財調査報告第374集 雀宮宿跡』

67．栃木県教育委員会 『栃木県埋蔵文化財調査報告第375集 野高谷薬師堂遺跡』

68．（公財）とちぎ未来づくり財団 『埋蔵文化財センター年報第24号（平成26年度版）』

69．（公財）とちぎ未来づくり財団 『研究紀要第23号』

70．公益財団法人千葉県教育振興財団 『千葉県教育振興財団文化財センター年報No.40―平成26年度―』

71．公益財団法人千葉県教育振興財団 『研究連絡誌第76号』

72．葛飾区教育委員会 『平成26年度葛飾区埋蔵文化財調査年報』

73．駒澤大学考古学研究室 『駒澤考古第40号』

74．昭和女子大学人間文化学部歴史文化学科 『山梨県北杜市明野町上神取 諏訪原遺跡発掘調査概要2015年度』

75．明治大学学術・社会連携部博物館事務室 『明治大学博物館年報2014年度』

76．明治大学校地内遺跡調査団 『明治大学校地内遺跡調査団調査研究報告書7 下原・富士見町遺跡 後期旧石器時代の発掘調査』

77．明治大学博物館 『明治大学博物館研究報告第20号』

78．石川県小松市教育委員会 『第3部製玉編・第4部木器編 八日市地方遺跡 』

79．石川県小松市教育委員会 『小松市内遺跡発掘調査報告書 』

80．金沢大学人文学類考古学研究室 『金沢大学考古学紀要第36号（40周年記念号）』

81．静岡県埋蔵文化財センター 『研究紀要第4号』

82．三重県埋蔵文化財センター 『研究紀要第24号』

83．三重県埋蔵文化財センター 『平成26年度三重県埋蔵文化財年報』

84．京都大学文化財総合研究センター 『京都大学構内遺跡調査研究年報2013年度』

85．同志社大学歴史資料館 『同志社大学歴史資料館館報第18号』

86．大手前大学史学研究所 『大手前大学史学研究所紀要第10号』

87．大手前大学史学研究所 『大手前大学史学研究所研究報告第14号 播磨六箇寺の研究 』

88．大手前大学史学研究所 『大手前大学史学研究所研究報告第16号 京都府宇治市炭山窯』

89．奈良県立橿原考古学研究所 『奈良県立橿原考古学研究所年報41平成26年度（2014）』

90．奈良県立橿原考古学研究所 『奈良県立橿原考古学研究所紀要考古学論 第39冊』

91．奈良県立橿原考古学研究所 『奈良県遺跡調査概報2014年度（第二分冊）』

92．奈良県立橿原考古学研究所 『奈良県遺跡調査概報2015年度（第一分冊）』

93．奈良県立橿原考古学研究所 『奈良県文化財調査報告書第167集 纒向遺跡』

94．奈良県立橿原考古学研究所 『奈良県文化財調査報告書第168集 四条遺跡 』

95．奈良県立橿原考古学研究所 『奈良県文化財調査報告書第169集 今出遺跡 』

96．奈良県立橿原考古学研究所 『奈良県文化財調査報告書第170集 稲葉車瀬遺跡』

97．奈良県立橿原考古学研究所 『古墳時代における渡来系集団の出自と役割に関する考古学的研究』

98．奈良県立橿原考古学研究所 『青陵第144号』

99．奈良県立橿原考古学研究所 『青陵第145号』

100．奈良県立橿原考古学研究所 『青陵第146号』

101．奈良大学文学部文化財学科 『文化財学報第33集』

102．公益財団法人由良大和古代文化研究協会 『研究紀要第19集』

103．島根県大田市教育委員会 『昆布山谷地区・宗岡家住宅・町並み保存地区 石見銀山 Iwami-Ginzan Silver Mine Site』

104．岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2014』

105．岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 『岡山大学構内遺跡発掘調査報告第31冊 鹿田遺跡9』

106．岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 『吉備の弥生時代』

107．岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報No.55』

108．山口大学埋蔵文化財資料館 『山口大学埋蔵文化財資料館年報9 山口大学埋蔵文化財資料館年報』

109．北九州市教育委員会 『北九州市文化財調査報告書第138集 成願寺跡』
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